
紙
面
の
紹
介 

（
も
く
じ
）

パプリカライスホワイトソースがけ

「めぐみちゃんメニュー事業」の給食
※地場産農産物生産者の方々と野菜等の発育状況
を確認しながら、可能な限り市内産農産物を使用し
ています。 西東京野菜のポテトサラダ

桜パスタと
豆のサラダ

野菜たっぷりガパオライス

桜はちみつマドレーヌ

里芋の田舎汁

西東京市農産物
キャラクター「めぐみちゃん」

「いこいーな」
Ⓒシンエイ／西東京市

２ 面３ 面
施
政
方
針
の
概
要

代
表
質
問
の
要
旨

　•

自
由
民
主
党
西
東
京
市
議
団

　
　
代
表
質
問
者
　
稲
垣
　
裕
二

代
表
質
問
の
要
旨

　（
２
面
に
引
き
続
き
）

特
集

　
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
の
実
現
に
向
け
て
！

議
会
N
E
W
S

　
　
市
議
会
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策

４ 面５ 面
代
表
質
問
の
要
旨

　•

西
東
京
市
議
会
公
明
党

　
　
代
表
質
問
者
　
佐
藤
　
公
男

　•

立
憲
民
主
党

　
　
代
表
質
問
者
　
森
　
し
ん
い
ち

代
表
質
問
の
要
旨

　（
４
面
に
引
き
続
き
）

　•

日
本
共
産
党
西
東
京
市
議
団

　
　
代
表
質
問
者
　
中
村
　
す
ぐ
る

　•

生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
代
表
質
問
者
　
後
藤
　
ゆ
う
子

６ 面７ 面
代
表
質
問
の
要
旨

　•

維
新
・
国
民
民
主

　
　
代
表
質
問
者
　
山
崎
　
英
昭

一
般
質
問
の
要
旨

　
　
長
井
　
秀
和
　
　（
無
所
属
）

　
　
田
村
　
ひ
ろ
ゆ
き
（
無
所
属
）

　
　
納
田
　
さ
お
り
　 （
無
所
属
）

　
　
小
峰
　
和
美
　
　 （
無
所
属
）

会
議
の
開
催
状
況

委
員
会
の
審
査
か
ら

議
会
N
E
W
S

　
　
採
択
さ
れ
た
請
願・陳
情
へ
の
市
の
対
応

８ 面９ 面
予
算
特
別
委
員
会
の
審
査
か
ら

本
定
例
会
の
討
論

視
察
R
E
P
O
R
T

　
　
建
設
環
境
委
員
会

議
会
N
E
W
S

　
　
令
和
５
年
度
視
察
受
入
状
況

10 面
議
案
と
結
果

陳
情
の
結
果

次
回
定
例
会
の
お
知
ら
せ

会
議
録
の
公
開
予
定

子どもが健やかに育つまちへ

学校給食費無償化スタート！

新たなまちづくり、始まる

令和６年度当初予算を可決しました　　８面へ

施政方針に対する代表質問・一般質問を行いました　　２面以降へ

令和６年
第１回臨時会
第１回定例会

〒188-8666  西東京市南町５-６-13　 ☎042-464-1311　　編集／広報委員会　 発行／西東京市議会

令和６年５月15日
（2024年）
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西東京市・市議会　議会だより　273×406



ハラスメント防止対策西東京市議会における

ハラスメントのない市議会を

ハラスメントのない西東京市議会を
目指すことに努める決議（全文）

特  集議会 NEWS
予算特別委員会・決算特別委員会の
          インターネット中継の実現に向けて！

　西東京市議会では、「ハラスメントのない西東京市議会を目指すことに
努める決議（令和５年２月）」を行い、ハラスメント防止対策を目的とし
た市議会議員によるプロジェクトチームを設置いたしました。
　プロジェクトチームではこの間、他の自治体議会が定めた条例、要綱、
規則や判例等を参考に事例検討を行い、ハラスメント防止に向けた討議
を続けてまいりました。
　また、議員研修を通じ、市政に携わる自らの権能と責務を自覚すると
ともに、常に高い倫理意識を持って議員活動を行わなければならないこ
とを改めて確認いたしました。
　市民の信頼に応え、自由闊達な議論や討議の場として本来求められる
市議会の実現に向け、議員一同、引き続き取り組んでまいります。

　令和4年第3回定例会で、「西東京市議会の予算特別委員会・決算
特別委員会のインターネット中継の実現を求める陳情」が「質疑時間
等をはじめとした課題を解決し、予算・決算特別委員会のインターネ
ット中継の早期実施に取り組む。」との意見を付して、趣旨採択いたし
ました。
　議決結果を踏まえて市議会では、議会運営委員会において中継の方
法や審査の在り方などについて、様々な観点から協議を重ねています。
これまで、中継の方法について合意形成を図ってきました。さらに今
定例会では、現行の審査方法における課題を検証するため、試験的に
審査時間等を変更し、令和6年度予算案に対する質疑を
行いました。
　今後は、今定例会での試験的実施を検証しつつ、他自
治体での取組なども参考にしながら、審査方法について
協議を進めていきます。陳情の趣旨を市議会として受け止
め、できる限り早期に中継を実施できるよう取り組んでい
きます。
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市
長
の
政
治
姿
勢

問　
任
期
最
後
の
年
と
な
る
が

こ
れ
ま
で
の
取
組
を
ど
の
よ
う

に
総
括
し
て
い
る
の
か
。

答　
市
長
就
任
以
来
、
次
世
代

へ
の
責
任
あ
る
選
択
を
政
策
判

断
の
基
軸
に
し
、子
ど
も
が「
ど

真
ん
中
」
の
ま
ち
づ
く
り
を
政

策
理
念
の
柱
に
進
め
て
き
た
。

環
境
政
策
で
は
二
酸
化
炭
素
排

出
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を
目
指
す

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
を

し
た
。
ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

と
し
て
、
人
の
命
と
健
康
を
守

り
、
市
内
経
済
の
活
力
を
ま
ち

全
体
で
支
え
る
考
え
の
も
と
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
の
整
備
や

市
内
経
済
を
支
え
る
様
々
な
取

組
を
、ス
ピ
ー
ド
感
を
持
ち
、対

応
し
て
き
た
。
物
価
高
騰
対
策

に
つ
い
て
も
市
民
や
事
業
者
の

負
担
軽
減
の
た
め
、
市
独
自
の

経
済
対
策
を
実
施
し
て
き
た
。

給
食
費
の
無
償
化

意
見　
自
民
党
会
派
で
は
市
長

に
対
し
、
要
望
書
の
提
出
や
実

現
の
た
め
の
申
入
れ
な
ど
を
行

い
、
実
現
へ
向
け
て
度
重
ね
て

取
り
上
げ
て
き
た
。
今
回
の
給

食
費
無
償
化
の
決
断
は
大
い
に

評
価
す
る
。

問　
学
校
給
食
完
全
無
償
化
を

決
断
し
た
市
長
の
想
い
と
は
。

答　
子
ど
も
が
「
ど
真
ん
中
」

の
政
策
と
し
て
、
子
ど
も
の
成

長
に
必
要
な
栄
養
と
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
食
の
提
供
を
進
め
る

こ
と
を
目
指
し
、
物
価
高
騰
対

策
と
は
せ
ず
、
所
得
制
限
や
人

数
制
限
を
設
け
ず
実
施
す
る
。

子
育
て
支
援
の
た
め
の
実
施
は
、

市
民
と
直
接
接
す
る
基
礎
自
治

体
に
課
せ
ら
れ
た
責
任
で
あ
り
、

課
題
で
あ
る
。
財
源
は
、
行
財

政
改
革
の
取
組
、
公
債
費
管
理

の
取
組
な
ど
で
安
定
的
な
財
源

を
確
保
し
て
い
く
。

問　
無
償
化
に
よ
り
単
価
の
引

下
げ
や
質
の
維
持
は
大
丈
夫
か
。

答　
引
き
続
き
栄
養
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
安
全
で
お
い
し
い
給

食
の
質
と
量
を
確
保
す
る
。
ま

た
、
地
場
産
農
産
物
を
使
用
し
、

食
を
通
じ
た
学
習
機
会
の
提
供

に
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

意
見　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

　

令
和
６
年
度
は
、
基
本
理
念

を
「
と
も
に
み
ら
い
に
つ
な
ぐ

や
さ
し
さ
と
い
こ
い
の
西
東

京
」
と
し
た
第
３
次
総
合
計
画

を
は
じ
め
、
各
分
野
の
個
別
計

画
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る

総
合
計
画
を
推
進
す
る
こ
と
で
、

新
た
な
時
代
に
向
け
て
、
子
ど

も
た
ち
が
誇
れ
る
西
東
京
市
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

若
者
の
参
画
に
つ
い
て

　

若
者
が
ま
ち
づ
く
り
に
積
極

的
に
参
画
し
、
と
も
に
地
域
課

題
の
解
決
に
向
け
て
取
り
組
む

こ
と
の
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り

を
進
め
る
な
ど
、
若
者
の
力
を

地
域
の
創
生
に
活
か
し
て
い
く
。

子
ど
も
が
「
ど
真
ん
中
」
の

政
策
に
つ
い
て

　

公
立
小
中
学
校
に
通
う
子
ど

も
た
ち
の
学
校
給
食
費
の
完
全

無
償
化
を
実
施
す
る
。

　

子
育
ち
・
子
育
て
ワ
イ
ワ
イ

プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

新
た
に
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
、
母
子
保
健
と

児
童
福
祉
の
一
体
的
な
相
談
支

援
体
制
を
構
築
す
る
。

次
世
代
に
つ
な
げ
る
環
境
施

策
に
つ
い
て

　

友
好
都
市
で
あ
る
北
杜
市
に

お
い
て
環
境
学
習
事
業
を
新
た

に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
学
校

施
設
等
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ
の
改

修
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
家
電
等
の

購
入
助
成
を
継
続
し
て
い
く
。

恒
久
平
和
の
継
承
に
つ
い
て

　

子
ど
も
・
若
者
平
和
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
は
じ
め
と
し
た
平

和
事
業
を
推
進
す
る
。

令
和
６
年
度
の
主
要
な
取
組

子
ど
も
に
や
さ
し
い
ま
ち

　

子
ど
も
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
に
加

え
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ

コ
ン
を
持
た
な
い
子
ど
も
が
無

料
の
ミ
ニ
レ
タ
ー
で
相
談
で
き

る
取
組
を
試
行
実
施
す
る
。

　

柳
沢
小
学
校
の
校
庭
に
新
た

な
学
童
ク
ラ
ブ
の
建
設
を
進
め

る
ほ
か
、
過
密
化
の
解
消
に
向

け
た
タ
イ
ム
シ
ェ
ア
の
取
組
を

試
行
的
に
実
施
す
る
。

　

ま
た
、
学
年
教
育
ア
シ
ス
タ

ン
ト
を
小
学
校
全
校
に
配
置
す

る
と
と
も
に
、
学
校
生
活
支
援

員
を
全
校
に
配
置
す
る
。
さ
ら

に
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
を
拡
充
し
、
悩
み
や

問
題
を
抱
え
る
子
ど
も
に
寄
り

添
う
体
制
づ
く
り
を
進
め
る
。

　
（
仮
称
）教
育
支
援
総
合
窓
口

を
設
置
し
、
相
談
体
制
の
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
化
を
進
め
る
。

健
康
で
元
気
な
ま
ち

　

母
子
保
健
分
野
で
は
、
地
域

で
の
つ
な
が
り
を
支
え
る
た
め

の
ベ
ビ
ー
セ
ー
フ
テ
ィ
事
業
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
学
級
の
拡
充
を
図
る
。

　

高
齢
福
祉
分
野
で
は
、
フ
レ

イ
ル
予
防
と
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ

ド
の
解
消
に
向
け
た
取
組
と
し

て
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
で
き

る
機
会
を
拡
充
す
る
。

　

障
害
福
祉
分
野
で
は
、
日
中

一
時
支
援
事
業
を
拡
充
す
る
。

　

ひ
き
こ
も
り
支
援
で
は
、
家

族
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
等
を
行
う

と
と
も
に
、
よ
り
幅
広
い
年
代

に
支
援
を
拡
充
す
る
。

　

保
健
事
業
で
は
、
新
た
に
胃

内
視
鏡
検
診
を
導
入
し
、
が
ん

の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
つ

な
が
る
よ
う
支
援
す
る
。

集
え
る
場
と
つ
な
が
り
の
あ
る

ま
ち

　

子
ど
も
を
対
象
と
し
た
文
化

芸
術
事
業
に
対
し
、
新
た
な
補

助
制
度
を
創
設
す
る
。

　

公
民
館
全
館
へ
の
公
衆
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
を
整
備
す
る
。

　

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
啓
発

や
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
ス
ポ
ー
ツ

の
体
験
機
会
を
充
実
さ
せ
る
。

　

多
文
化
共
生
で
は
多
文
化

キ
ッ
ズ
サ
ロ
ン
の
整
備
や
多
文
化

キ
ッ
ズ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配

置
な
ど
、
学
校
や
地
域
、Ｎ
Ｐ
Ｏ

等
と
連
携
し
て
取
り
組
む
。

　

下
野
谷
遺
跡
に
つ
い
て
、
魅

力
を
広
く
発
信
す
る
。

安
心
・
安
全
で
快
適
な
ま
ち

　

市
内
５
駅
と
ひ
ば
り
が
丘
団

地
周
辺
を
将
来
都
市
構
造
の
拠

点
と
し
、
多
様
な
都
市
機
能
の

誘
導
や
、
に
ぎ
わ
い
と
交
流
の

場
を
創
出
す
る
。

　

西
武
新
宿
線
の
連
続
立
体
交

差
事
業
に
つ
い
て
、（
仮
称
）ま

ち
づ
く
り
協
議
会
を
設
立
し
、

東
伏
見
駅
周
辺
地
区
ま
ち
づ
く

り
構
想
を
実
現
す
る
た
め
の
取

組
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

公
共
交
通
に
つ
い
て
、
新
た

な
公
共
交
通
の
実
証
実
験
に
向

け
て
検
討
す
る
。

　

公
園
施
設
で
は
、
予
防
保
全

の
観
点
に
よ
る
補
修
や
計
画
的

な
更
新
を
進
め
る
。

　

雨
水
溢
水
対
策
と
し
て
、
新

町
五
丁
目
地
内
に
お
け
る
対
策

工
事
な
ど
を
行
う
。

　

防
災
分
野
に
つ
い
て
、
令
和

７
年
度
ま
で
に
避
難
所
と
な
る

学
校
全
て
に
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ

レ
を
配
備
す
る
。
ま
た
、
防
災

市
民
組
織
補
助
金
の
制
度
内
容

の
見
直
し
を
行
う
な
ど
、自
助
・

共
助
の
底
上
げ
を
図
る
。

市
民
と
と
も
に
発
展
す
る
ま
ち

　

中
学
校
を
中
心
と
し
た
範
囲

を
「
中
学
校
区
」
と
し
て
、
学

校
を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
。
今
後
、
学
校
の
建
て

替
え
に
併
せ
て
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
を
前
提
と
し
つ
つ
、

相
談
窓
口
な
ど
の
機
能
や
効
果

的
な
複
合
化
・
多
機
能
化
に
取

り
組
み
、
地
域
連
携
の
強
化
や

活
性
化
を
進
め
る
。

　

29
歳
以
下
の
若
者
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
支
援
す
る
仕
組
み
を
創

設
す
る
な
ど
、
さ
ら
な
る
地
域

の
活
性
化
に
取
り
組
む
。

　

産
業
・
農
業
振
興
対
策
に
つ

い
て
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
な
ど
を
継

続
す
る
と
と
も
に
、
農
福
連
携

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

行
財
政
基
盤
の
強
化
を
絶
え
ず

目
指
す
ま
ち

　

第
５
次
行
財
政
改
革
大
綱
に

基
づ
き
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
お

け
る
返
礼
品
の
拡
充
な
ど
、
新

た
な
財
源
の
確
保
に
よ
る
財
政

基
盤
の
強
化
に
努
め
る
と
と
も

に
、
Ｂ
Ｐ
Ｒ
の
推
進
に
よ
る
業

務
の
効
率
化
や
効
果
的
な
サ
ー

ビ
ス
提
供
の
仕
組
み
づ
く
り
に

取
り
組
む
。
ま
た
、
行
政
手
続

の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
、
デ
ジ
タ
ル

デ
バ
イ
ド
対
策
に
取
り
組
む
。

　

公
共
施
設
等
の
量
と
質
の
最

適
化
や
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス

ト
の
適
正
化
を
図
る
な
ど
、
総

合
的
か
つ
計
画
的
な
管
理
を
、

よ
り
一
層
推
進
す
る
。

　

職
員
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

の
向
上
に
よ
る
組
織
の
強
化
や
、

働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
整
備

な
ど
、
自
ら
成
長
し
続
け
る
職

員
の
育
成
に
取
り
組
む
。

　第１回定例会では、市長の施政方針に対して、会派ごとに質問をする「代表質問」と無所属議員による
「一般質問」が４日間にわたり行われました。
　２面～６面では、市長の施政方針及び代表質問・一般質問の主な内容についてお知らせします。
◇質問の詳細は会議録に掲載します。「会議録の公開予定」は10面をご覧ください。本会議の
模様は議会インターネット中継から視聴することができます。ＱＲコードからアクセスし
てください。 議会インターネット

中継QRコード

代表質問・一般質問の要旨
自
由
民
主
党
西
東
京
市
議
団

稲
　
垣
　
裕
　
二

山
　
田
　
忠
　
良

中
　
川
　
清
　
志

と
み
な
が
　
ゆ
う
じ

坂
　
井
　
か
ず
ひ
こ

保
　
谷
　
な
お
み

小
　
林
　
た
つ
や

酒
　
井
　
ご
う
一
郎

学
校
給
食
費
の
無
償
化
予
算
‼

子
ど
も
「
ど
真
ん
中
」
の
政
策
と

確
実
な
財
政
運
営
に
よ
る
借
入
額

大
幅
減
少
を
実
現
し
た
予
算

市
長
の
施
政
方
針
の
概
要

２
月
26
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、市
長
が
施
政
方
針
を
表
明
し
ま
し
た
。

詳
細
は
市
報
３
月
15
日
号
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。



ハラスメント防止対策西東京市議会における

ハラスメントのない市議会を

ハラスメントのない西東京市議会を
目指すことに努める決議（全文）

特  集議会 NEWS
予算特別委員会・決算特別委員会の
          インターネット中継の実現に向けて！

　西東京市議会では、「ハラスメントのない西東京市議会を目指すことに
努める決議（令和５年２月）」を行い、ハラスメント防止対策を目的とし
た市議会議員によるプロジェクトチームを設置いたしました。
　プロジェクトチームではこの間、他の自治体議会が定めた条例、要綱、
規則や判例等を参考に事例検討を行い、ハラスメント防止に向けた討議
を続けてまいりました。
　また、議員研修を通じ、市政に携わる自らの権能と責務を自覚すると
ともに、常に高い倫理意識を持って議員活動を行わなければならないこ
とを改めて確認いたしました。
　市民の信頼に応え、自由闊達な議論や討議の場として本来求められる
市議会の実現に向け、議員一同、引き続き取り組んでまいります。

　令和4年第3回定例会で、「西東京市議会の予算特別委員会・決算
特別委員会のインターネット中継の実現を求める陳情」が「質疑時間
等をはじめとした課題を解決し、予算・決算特別委員会のインターネ
ット中継の早期実施に取り組む。」との意見を付して、趣旨採択いたし
ました。
　議決結果を踏まえて市議会では、議会運営委員会において中継の方
法や審査の在り方などについて、様々な観点から協議を重ねています。
これまで、中継の方法について合意形成を図ってきました。さらに今
定例会では、現行の審査方法における課題を検証するため、試験的に
審査時間等を変更し、令和6年度予算案に対する質疑を
行いました。
　今後は、今定例会での試験的実施を検証しつつ、他自
治体での取組なども参考にしながら、審査方法について
協議を進めていきます。陳情の趣旨を市議会として受け止
め、できる限り早期に中継を実施できるよう取り組んでい
きます。

3 令和6年（2024年）5月15日 第105号

要
が
高
い
こ
と
は
認
識
し
て
い

る
。
旧
ひ
ば
り
が
丘
中
学
校
の

跡
地
は
、
学
校
施
設
個
別
施
設

計
画
に
お
い
て
跡
地
活
用
の
考

え
方
を
整
理
し
て
い
る
。
学
校

用
地
と
し
て
必
要
な
敷
地
面
積

な
ど
を
踏
ま
え
、
市
長
部
局
と

教
育
委
員
会
で
連
携
し
、
保
谷

庁
舎
跡
地
を
含
め
検
討
し
て
い

く
。

意
見　
前
向
き
な
検
討
を
望
む
。

２
０
２
５
年
問
題

問　
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上

の
高
齢
を
迎
え
ら
れ
、医
療
、介

護
、
生
活
の
支
援
が
必
要
な

方
々
が
多
く
な
る
。
市
は
課
題

を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
、
取
組

を
進
め
る
の
か
。

答　
医
療
、
介
護
、
介
護
予
防
、

生
活
支
援
が
包
括
的
に
確
保
さ

れ
る
シ
ス
テ
ム
を
目
指
し
構
築

に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
市
域

全
体
で
の
連
携
や
周
知
に
は
課

題
が
あ
る
。
高
齢
者
が
、
介
護

が
必
要
と
な
っ
て
も
、
で
き
る

限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
こ
れ

ま
で
の
日
常
に
近
い
環
境
で
暮

ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
西
東
京
市
版
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
を
さ
ら
に
深
化
、

推
進
し
て
い
く
。

胃
内
視
鏡
検
査

問　
本
市
の
主
要
死
因
別
死
亡

割
合
は
が
ん
が
最
も
多
く
、
特

に
男
性
の
胃
が
ん
が
都
の
標
準

よ
り
高
い
。
こ
れ
ま
で
の
血
液

検
査
や
唾
液
検
査
な
ど
に
代
わ

り
胃
内
視
鏡
検
査
導
入
の
理
由

は
。

答　
胃
が
ん
は
早
期
発
見
、
早

期
治
療
す
れ
ば
高
い
確
率
で
治

癒
す
る
が
ん
。
令
和
６
年
よ
り
、

50
歳
か
ら
79
歳
ま
で
を
対
象
に
、

精
度
の
高
い
検
査
法
で
あ
る
内

視
鏡
に
よ
る
胃
が
ん
検
診
を
実

施
し
、
健
康
応
援
都
市
の
取
組

と
し
て
、
胃
が
ん
に
よ
っ
て
亡

く
な
る
方
の
減
少
、
健
康
寿
命

の
延
伸
を
目
指
す
。

答　
学
校
法
人
明
昭
学
園
岩
倉

高
等
学
校
と
包
括
連
携
協
定
締

結
の
た
め
の
協
議
を
し
て
い
る
。

平
和
へ
の
取
組

問　
市
長
は
平
和
の
意
義
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

平
和
意
識
の
醸
成
、
継
承
す
る

た
め
の
取
組
は
。

答　
本
市
に
は
平
和
推
進
に
関

す
る
条
例
、
非
核
・
平
和
都
市

宣
言
が
あ
る
。
本
市
に
も
戦
争

が
あ
っ
た
歴
史
を
風
化
さ
せ
る

こ
と
な
く
、
次
世
代
に
つ
な
い

で
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、

平
和
の
日
記
念
行
事
な
ど
皆
様

と
協
働
で
推
進
す
る
。
令
和
６

年
度
は
、
平
和
首
長
会
議
に
お

け
る
被
爆
樹
木
二
世
の
苗
木
配

付
を
活
用
し
、
植
樹
を
行
う
。

地
域
防
災
計
画

問　
防
災
会
議
条
例
に
基
づ
き

防
災
会
議
で
策
定
す
る
こ
と
と

な
る
が
、
メ
ン
バ
ー
構
成
は
。

答　
防
災
会
議
条
例
第
３
条
に

お
い
て
、
都
、
警
察
署
、
消
防

署
、
消
防
団
長
な
ど
総
勢
34
人
。

問　
能
登
半
島
地
震
の
教
訓
は

計
画
に
反
映
さ
れ
る
の
か
。

答　
首
都
直
下
地
震
等
に
よ
る

東
京
都
の
被
害
想
定
を
踏
ま
え

て
い
る
が
、
都
と
の
協
議
の
際

に
は
能
登
半
島
地
震
の
教
訓
に

つ
い
て
協
議
し
て
い
き
た
い
。

問　
能
登
半
島
地
震
の
被
災
地

へ
の
職
員
派
遣
は
。

答　
１
月
30
日
か
ら
２
月
７
日

ま
で
職
員
派
遣
を
行
い
、
罹
災

証
明
書
の
発
行
・
受
付
業
務
に

従
事
。
そ
の
後
２
月
22
日
付
で

要
請
が
あ
り
、
３
月
５
日
か
ら

13
日
ま
で
２
名
職
員
派
遣
す
る
。

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
整
備

問　
芝
久
保
第
二
運
動
場
の
返

還
に
伴
い
新
た
な
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
の
整
備
が
必
要
。
市
有
地
の

活
用
と
し
て
、
旧
ひ
ば
り
が
丘

中
学
校
跡
地
の
整
備
に
つ
い
て

提
案
し
た
が
、
検
討
状
況
は
。

答　
利
用
者
に
は
不
便
を
か
け

て
お
り
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
需

二
酸
化
炭
素
排
出
の
削
減
量
は

340
・
7
ト
ン
と
な
り
、
中
間
目

標
達
成
の
た
め
に
必
要
な
民
生

家
庭
部
門
の
約
15
％
に
当
た
る

と
推
定
。
令
和
６
年
度
は
、
冷

蔵
庫
及
び
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
節
水

シ
ャ
ワ
ー
ヘ
ッ
ド
を
加
え
た
。

節
水
シ
ャ
ワ
ー
ヘ
ッ
ド
は
、
水

資
源
節
約
に
寄
与
す
る
だ
け
で

な
く
、
給
湯
器
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
量
も
削
減
で
き
る
。

空
き
家
対
策

問　
法
改
正
に
対
応
し
た
市
条

例
の
改
正
案
が
示
さ
れ
て
い
る
。

法
改
正
は
自
治
体
の
権
限
強
化
、

裁
量
権
を
強
化
す
る
内
容
。
空

き
家
バ
ン
ク
の
利
活
用
や
マ
ッ

チ
ン
グ
方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
所
有
者
の
意
向
を
踏
ま
え
、

状
況
に
応
じ
た
相
談
機
能
の
強

化
に
よ
り
登
録
を
働
き
か
け
る
。

法
改
正
に
つ
い
て
も
、
実
効
性

や
迅
速
性
を
確
保
す
る
と
い
う

法
改
正
の
趣
旨
と
本
市
の
条
例

に
よ
る
協
議
会
の
位
置
づ
け
と

の
均
衡
を
踏
ま
え
対
応
す
る
。

問　
空
家
等
管
理
活
用
支
援
法

人
の
指
定
及
び
管
理
不
全
空
き

家
の
認
定
基
準
公
表
に
つ
い
て

の
見
解
は
。

答　
支
援
法
人
は
、
活
用
に
関

す
る
方
針
を
検
討
す
る
。
管
理

不
全
空
き
家
は
、
協
議
会
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
、
認
定
基
準

を
定
め
公
表
を
予
定
し
て
い
る
。

西
東
京
ふ
る
さ
と
探
究
学
習

問　
ふ
る
さ
と
探
究
学
習
が
始

ま
っ
た
が
、
実
施
状
況
は
。

答　
探
究
学
習
を
通
じ
て
、
地

域
を
テ
ー
マ
と
し
た
魅
力
あ
る

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
開
発
し
課
題

解
決
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
を
実
践
的
に
育
ん
で
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

問　
令
和
６
年
度
の
展
開
は
。

答　
市
内
全
て
の
小
中
学
校
に

導
入
が
完
了
す
る
。

市
内
学
校
連
携
の
検
討

問　
市
内
私
立
学
校
と
の
新
た

な
連
携
の
検
討
は
。

答　
継
続
的
に
ま
ち
づ
く
り
に

関
わ
り
、
地
域
と
つ
な
が
る
仕

組
み
と
し
て
企
画
提
案
事
業
に

Ｕ
29
チ
ャ
レ
ン
ジ
部
門
を
設
定

し
参
画
促
進
に
つ
な
げ
て
い
く
。

女
性
の
働
き
方
サ
ポ
ー
ト

問　
「
子
育
て
は
最
高
の
キ
ャ

リ
ア
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た

ハ
ン
サ
ム
Ｍ
ａ
ｍ
ａ
だ
が
、
今

年
度
の
取
組
は
。

答　
開
業
時
の
支
援
の
み
な
ら

ず
、継
続
的
な
支
援
に
向
け
、創

業
後
３
年
以
上
を
対
象
と
し
た

新
た
な
ハ
ン
サ
ム
Ｍ
ａ
ｍ
ａ
事

業
を
実
施
す
る
。
ハ
ン
サ
ム
・

マ
マ
フ
ェ
ス
タ
の
開
催
方
法
の

見
直
し
や
消
費
者
と
直
接
交
流

で
き
る
機
会
を
増
や
す
。

物
価
高
騰
対
策

問　
昨
年
大
変
好
評
で
あ
っ
た

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ
ン

ト
還
元
事
業
は
、
令
和
６
年
度

も
引
き
続
き
実
施
す
る
よ
う
に

求
め
て
き
た
が
、
対
応
は
。

答　
令
和
５
年
９
月
か
ら
の
実

施
で
は
市
内
で
約
10
憶
円
が
消

費
さ
れ
た
。
引
き
続
き
物
価
高

騰
等
で
影
響
を
受
け
て
い
る
市

内
中
小
企
業
、
個
人
事
業
主
の

売
上
回
復
支
援
や
生
活
者
の
負

担
軽
減
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

令
和
６
年
度
は
、
ポ
イ
ン
ト
還

元
率
は
10
％
、
実
施
期
間
を
５

か
月
間
と
し
、
事
業
実
施
す
る
。

省
エ
ネ
対
策

問　
令
和
５
年
度
省
エ
ネ
家
電

等
買
換
え
助
成
の
取
組
結
果
と

C
O
2
削
減
効
果
の
結
果
、
令

和
６
年
度
の
取
組
内
容
は
。

答　
本
市
の
二
酸
化
炭
素
排
出

量
の
約
５
割
を
民
生
家
庭
部
門

が
占
め
て
い
る
。
令
和
５
年
度

の
実
施
状
況
は
申
請
件
数
３
千

957
件
。
全
て
実
施
さ
れ
た
場
合
、

や
私
立
へ
通
う
子
ど
も
な
ど
ま

だ
課
題
が
あ
る
。
今
後
検
討
を
。

財
政
状
況

問　
令
和
４
年
度
決
算
で
は
経

常
収
支
比
率
が
3.6
％
上
昇
し
、

都
内
類
似
団
体
と
比
較
し
差
が

拡
大
し
た
。
今
後
の
見
通
し
は
。

答　
今
後
の
推
移
に
は
留
意
す

る
必
要
が
あ
る
。
経
常
経
費
の

見
直
し
な
ど
に
よ
り
弾
力
性
の

あ
る
財
政
構
造
を
目
指
す
。

問　
池
澤
市
長
就
任
後
、
市
債

残
高
が
約
132
億
円
と
大
幅
に
減

少
し
た
こ
と
は
大
変
評
価
し
て

い
る
。
今
後
の
市
債
残
高
、
借

入
れ
の
考
え
方
は
。

答　
学
校
や
公
共
施
設
の
建
て

替
え
や
イ
ン
フ
ラ
の
更
新
を
控

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
多
額
の

借
入
れ
の
際
は
３
年
間
に
お
け

る
償
還
見
込
額
の
範
囲
内
を
目

指
す
と
と
も
に
、
世
代
間
の
負

担
の
公
平
性
の
観
点
に
も
留
意

し
た
借
入
れ
に
努
め
る
。

問　
財
政
調
整
基
金
残
高
は
20

億
円
を
割
り
込
み
18
億
９
千
万

円
と
な
る
が
、
残
高
に
対
す
る

考
え
方
は
。

答　
令
和
５
年
度
は
急
激
な
物

価
高
騰
等
の
影
響
を
受
け
る
生

活
者
や
事
業
者
に
対
す
る
支
援

対
策
と
し
て
基
金
を
活
用
し
た
。

今
後
は
残
高
の
推
移
に
留
意
し
、

残
高
確
保
、
回
復
に
努
め
る
。

若
者
参
画

問　
若
者
の
視
点
や
行
動
力
を

ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す
と
し
て

い
る
が
、
ま
ち
づ
く
り
に
お
け

る
若
者
の
役
割
と
は
ど
の
よ
う

に
考
え
る
の
か
。

答　
地
域
の
課
題
や
目
指
す
方

向
性
な
ど
を
自
分
ご
と
と
し
て

捉
え
、
若
者
が
ま
ち
づ
く
り
に

参
画
し
、
共
に
課
題
解
決
に
向

け
て
取
り
組
む
こ
と
の
で
き
る

仕
組
み
や
き
っ
か
け
づ
く
り
な

ど
を
通
じ
、
若
者
の
力
を
地
域

の
創
生
に
生
か
し
て
い
く
。

問　
若
者
が
参
画
す
る
た
め
の

市
の
取
組
は
。
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の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
も
閉
鎖
と

な
っ
た
。
今
後
の
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
の
新
設
計
画
に
つ
い
て
問
う
。

答　
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
活
気

と
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
目
指

し
、
引
き
続
き
ス
ポ
ー
ツ
施
設

の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
市
は
職
員
の
削
減
を
進
め

て
き
た
。
そ
の
結
果
ひ
と
り
が

担
う
負
担
が
重
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
部
署
が
あ
る
よ
う
だ
が
、

今
後
の
職
員
配
置
バ
ラ
ン
ス
の

考
え
方
を
伺
う
。

答　
一
定
数
の
職
員
を
増
加
さ

せ
る
こ
と
で
人
員
体
制
を
強
化

す
る
と
と
も
に
、
適
正
な
資
源

配
分
の
観
点
で
の
定
員
管
理
や

配
置
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
す
る
必

要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

4

と
も
に
、
民
間
事
業
者
の
ノ
ウ

ハ
ウ
の
活
用
で
、
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
つ
な
が
る
。

防
災
ト
イ
レ
の
周
知
方
法

問　
災
害
時
の
ト
イ
レ
問
題
は

深
刻
。
携
帯
ト
イ
レ
、
簡
易
ト

イ
レ
、マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
、ト

イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
、
仮
設
ト
イ

レ
の
組
合
せ
が
重
要
。
期
限
切

れ
間
近
の
携
帯
ト
イ
レ
を
、
啓

発
の
た
め
市
民
に
配
布
で
き
な

い
か
。

答　
簡
易
ト
イ
レ
は
令
和
７
～

９
年
度
に
順
次
入
れ
替
え
る
の

で
、
活
用
を
検
討
す
る
。

災
害
用
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

問　
災
害
時
の
避
難
所
と
な
る

学
校
施
設
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ

レ
が
西
部
地
域
に
偏
っ
て
い
る

こ
と
を
指
摘
し
、
全
校
へ
の
整

備
を
訴
え
て
き
た
が
、
令
和
７

年
度
ま
で
に
全
校
へ
配
備
す
る

と
の
表
明
が
あ
っ
た
。
整
備
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

答　
こ
れ
ま
で
小
学
校
６
校
、

中
学
校
４
校
に
整
備
。
能
登
半

島
地
震
等
の
大
規
模
災
害
で
は

ト
イ
レ
が
問
題
と
な
り
、
ト
イ

レ
環
境
確
保
の
重
要
性
を
再
認

識
し
た
。
令
和
６
年
度
は
、
小

学
校
２
校
の
工
事
に
加
え
、
マ

ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
未
整
備
の
小

学
校
10
校
・
中
学
校
５
校
の
設

計
を
予
定
し
て
お
り
、
災
害
に

対
す
る
備
え
の
充
実
を
図
る
。

自
主
避
難
や
在
宅
避
難

問　
災
害
時
、
多
く
の
方
が
自

主
避
難
所
や
在
宅
で
の
避
難
生

活
と
な
る
。
対
応
を
問
う
。

第
３
次
総
合
計
画
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

問　
第
３
次
総
合
計
画
と
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
関
連
性
は
。
ま
た
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
に
向
け
、
基

盤
は
整
っ
た
と
考
え
る
が
、
申

請
を
行
う
の
か
。

答　
第
３
次
総
合
計
画
の
６
つ

の
方
向
性
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
誰
一

人
取
り
残
さ
な
い
社
会
の
実
現

と
同
じ
方
向
性
。
国
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
未
来
都
市
の
事
業
は
活
用
し

て
い
き
た
い
。

学
校
給
食
費
完
全
無
償
化

問　
市
議
会
公
明
党
は
５
回
要

望
書
を
提
出
し
、
市
単
独
で
の

継
続
的
な
財
源
確
保
は
困
難
で

あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
上

で
、
都
議
会
公
明
党
と
の
連
携

に
よ
り
、
都
が
２
分
の
１
助
成

を
決
め
た
こ
と
で
前
提
条
件
を

整
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後

は
私
立
に
通
う
子
や
ア
レ
ル

ギ
ー
な
ど
で
弁
当
持
参
の
子
、

登
校
し
て
い
な
い
子
へ
の
配
慮
、

市
内
農
産
物
の
使
用
率
向
上
、

副
教
材
・
宿
泊
行
事
無
償
化
な

ど
、
学
校
教
育
に
対
す
る
経
済

的
負
担
の
軽
減
を
図
る
べ
き
。

答　
今
後
、
課
題
を
整
理
す
る
。

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
生
徒
へ
の
進
路

相
談

問　
Ｌ＊
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
児
童
生
徒

は
、
進
学
す
る
た
び
に
同
じ
壁

に
苦
し
む
。
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン

ダ
ー
の
生
徒
に
対
す
る
進
路
相

談
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

答　
今
後
も
個
に
応
じ
た
適
切

な
進
路
指
導
を
行
う
。

児
童
手
当
の
拡
充

問　
児
童
手
当
は
本
年
10
月
分

か
ら
所
得
制
限
を
撤
廃
し
、
対

象
を
高
校
生
ま
で
拡
充
。
第
３

子
以
降
は
３
万
円
に
増
額
。
今

後
の
手
続
を
伺
う
。

答　
対
象
者
に
は
案
内
を
郵
送

す
る
が
、
一
部
手
続
不
要
の
方

も
い
る
。
遅
滞
な
く
進
め
る
。

田
無
三
中
建
て
替
え
の
方
向
性

問　
市
民
が
集
う
場
と
の
複
合

化
、
プ
ー
ル
の
在
り
方
、
行
政

窓
口
の
設
置
な
ど
を
求
め
て
き

た
。
同
校
は
小
中
学
校
建
て
替

え
の
前
例
と
な
る
。
今
後
ど
の

よ
う
に
整
理
し
て
い
く
の
か
。

答　
学
校
を
核
と
し
た
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
て
、
学
校
教
育
だ

け
で
は
な
く
、
学
校
施
設
の
地

域
利
用
や
他
の
公
共
施
設
と
の

複
合
化
に
つ
い
て
、
学
校
建
替

協
議
会
を
設
置
す
る
。

子
ど
も
の
文
化
芸
術
補
助
制
度

問　
制
度
の
創
設
は
各
団
体
か

ら
の
要
望
と
共
に
、
公
明
党
が

提
案
。
期
待
さ
れ
る
効
果
は
。

答　
将
来
の
文
化
芸
術
の
担
い

手
と
な
る
子
ど
も
た
ち
の
活
動

や
機
会
の
充
実
を
図
る
。

文
化
施
設
の
指
定
管
理
制
度

問　
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
歳

入
の
使
わ
れ
方
を
注
視
す
る
。

こ
も
れ
び
ホ
ー
ル
、
コ
ー
ル
田

無
、
市
民
文
化
プ
ラ
ザ
の
一
体

的
な
指
定
管
理
を
提
案
し
て

き
た
。
メ
リ
ッ
ト
の
認
識
を
伺

う
。

答　
一
体
的
な
管
理
に
よ
り
、

施
設
間
の
機
能
連
携
を
図
る
と

答　
能
登
半
島
地
震
の
教
訓
も

踏
ま
え
、
検
討
し
て
い
く
。

自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
推
進

問　
Ａ
Ｉ
、
Ｒ＊
Ｐ
Ａ
の
積
極
導

入
を
求
め
て
き
た
が
、
動
向
は
。

答　
現
在
Ａ＊
Ｉ-

Ｏ
Ｃ
Ｒ
を
５

業
務
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
を
７
業
務
で
導

入
。
今
後
そ
れ
ぞ
れ
10
業
務
の

導
入
を
目
指
す
。

共
同
親
権
導
入
に
よ
る
養
育
費

確
保
支
援
事
業

問　
共
同
親
権
導
入
に
よ
り
、

養
育
費
の
取
決
め
が
重
要
と
な

る
が
、
実
績
が
ゼ
ロ
で
あ
る
。

答　
拡
充
す
る
こ
と
で
、
ひ
と

り
親
世
帯
の
方
の
養
育
費
の
確

保
に
つ
な
が
る
よ
う
努
め
る
。

意
見　
対
象
が
「
ひ
と
り
親
」

に
な
っ
て
お
り
、
同
居
で
離
婚

前
は
申
請
が
で
き
な
い
。
改
善

を
求
め
る
。

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
設
置

問　
本
市
に
ふ
さ
わ
し
い
こ
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
体
制
と
は

ど
の
よ
う
な
視
点
か
。

答　
母
子
保
健
と
児
童
福
祉
を

一
体
化
さ
せ
る
こ
と
で
、「
子
ど

も
個
人
の
尊
重
」、「
子
ど
も
の

最
善
の
利
益
」、「
保
護
者
を
孤

立
さ
せ
な
い
」、
こ
の
視
点
を

持
っ
て
遂
行
し
た
い
。

意
見　
「
保
護
者
を
孤
立
さ
せ

な
い
」
と
は
、
行
政
に
そ
の
覚

悟
が
あ
っ
て
こ
そ
言
え
る
言
葉
。

母
子
保
健
の
対
応
を
中
心
と
し

た
「
早
期
の
支
援
」
が
、
今
後

の
本
市
に
ふ
さ
わ
し
い
体
制
の

強
化
の
形
で
あ
る
。

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー

問　

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
を
全
く
活
用
し
て
い

な
い
学
校
も
あ
る
。
家
庭
訪
問

と
初
期
対
応
を
丁
寧
に
行
う
た

夕
方
ま
で
の
居
場
所
の
確
保
に

つ
い
て
拡
充
を
求
め
て
き
た
。

答　
今
後
拡
充
す
る
日
中
一
時

支
援
事
業
所
も
含
め
、
一
人
一

人
の
事
情
に
応
じ
た
夕
方
の
居

場
所
の
確
保
を
進
め
る
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援

問　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
適
切

な
支
援
を
行
う
た
め
、
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
配
置
を
求
め
て
き
た
。
検
討

状
況
を
伺
う
。

答　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
強

化
の
必
要
性
か
ら
、
配
置
の
検

討
を
進
め
る
。

め
に
拡
充
を
求
め
て
き
た
。
ひ

き
こ
も
り
予
防
の
た
め
に
も
強

化
す
べ
き
で
あ
る
。

答　
６
名
か
ら
７
名
に
増
員
す

る
と
と
も
に
、
学
校
へ
の
派
遣

体
制
を
強
化
す
る
。

若
者
参
画
の
た
め
の
組
織
体
制

問　
施
政
方
針
で
若
者
参
画
を

新
た
な
施
策
の
柱
と
し
て
掲
げ
、

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が

示
さ
れ
た
。
若
者
へ
の
効
果
的

な
支
援
、
参
画
を
推
進
す
る
た

め
の
組
織
体
制
の
必
要
性
を
提

案
し
て
き
た
。
検
討
状
況
は
。

答　
令
和
７
年
度
の
組
織
改
正

に
向
け
検
討
す
る
。

若
者
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に

問　
若
者
が
ま
ち
づ
く
り
に
参

画
で
き
る
よ
う
に
、
活
動
場
所

の
確
保
を
支
援
す
べ
き
で
は
。

答　
活
動
場
所
の
確
保
を
支
援

し
て
い
く
。

特
別
支
援
学
校
卒
業
後
の
居
場

所
の
確
保

問　
特
別
支
援
学
校
卒
業
後
の
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問　
市
長
が
掲
げ
て
き
た
子
ど

も
が
「
ど
真
ん
中
」
の
政
策
の

こ
れ
ま
で
の
実
績
は
。

答　
令
和
４
年
12
月
に
子
育
て

世
帯
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

環
境
が
整
っ
て
い
る
ま
ち
と
し

て
保
谷
が
「
本
当
に
住
み
や
す

い
ま
ち
大
賞
」
第
４
位
を
受
賞

し
た
。

問　
今
回
給
食
費
の
無
償
化
を

決
断
し
た
が
、
継
続
し
て
財
源

の
確
保
が
で
き
る
の
か
。

答　
本
市
の
負
担
額
は
年
間
約

５
億
３
千
500
万
円
が
見
込
ま
れ
、

事
業
継
続
の
た
め
に
、
一
般
財

源
負
担
全
体
の
縮
減
を
図
る
。

問　
本
市
は
、
臨
時
財
政
対
策

債
の
借
入
抑
制
に
よ
っ
て
公
債

費
管
理
を
し
て
き
た
が
、
借
金

と
積
立
の
バ
ラ
ン
ス
の
目
標
数

値
に
つ
い
て
問
う
。

答　
借
入
れ
に
よ
っ
て
公
債
費

負
担
が
新
た
に
発
生
す
る
た
め
、

財
政
調
整
基
金
残
高
の
回
復
は

重
要
。
予
算
の
執
行
管
理
の
徹

底
な
ど
で
回
復
を
図
る
。

問　
田
無
第
三
中
学
校
建
て
替

え
と
と
も
に
地
域
利
用
を
可
能

と
し
た
公
共
施
設
と
の
複
合
化

や
多
機
能
化
を
検
討
し
て
い
る

が
、
今
後
の
計
画
の
進
め
方
は
。

答　
地
域
利
用
や
複
合
化
等
、

施
設
利
用
者
や
近
隣
住
民
な
ど

市
民
か
ら
意
見
を
伺
い
な
が
ら

検
討
し
て
い
く
。

問　
令
和
６
年
12
月
に
「
西
東

京
市
民
文
化
プ
ラ
ザ
」
が
オ
ー

プ
ン
す
る
予
定
だ
が
、
こ
も
れ

び
ホ
ー
ル
や
コ
ー
ル
田
無
な
ど

の
類
似
文
化
施
設
と
ど
う
違
う

施
設
と
な
る
の
か
。

答　
ホ
ー
ル
機
能
を
持
た
な
い

施
設
で
あ
り
、
文
化
芸
術
活
動

の
拠
点
と
し
て
多
く
の
方
に
利

用
い
た
だ
け
る
施
設
と
す
る
。

問　
東
町
に
続
い
て
芝
久
保
町

西
東
京
市
議
会
公
明
党

立
憲
民
主
党

佐
　
藤
　
公
　
男

八
　
矢
　
好
　
美

田
　
代
　
伸
　
之

大
　
林
　
光
　
昭

藤
　
田
　
美
智
子

森
　   

し
ん
い
ち

下
　
田 

純
　
一

菅
　
原 

み
　
ほ

佐
　
藤 

大
　
介

学
校
給
食
費
の
完
全
無
償
化
を

都
と
の
連
携
の
も
と
に
実
現
！

今
後
も
市
民
の
声
を
聴
き
続
け
る

市
長
任
期
最
終
年
度

山
積
す
る
課
題
に
取
り
組
む

姿
勢
を
問
う
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問　
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上

の
後
期
高
齢
者
と
な
る
２
０
２

５
年
ま
で
１
年
を
切
っ
た
。
全

国
的
に
介
護
人
材
不
足
だ
が
、

今
後
の
対
策
を
問
う
。

答　
市
内
在
住
の
介
護
職
経
験

者
を
対
象
と
す
る
復
職
支
援
研

修
や
、
合
同
就
職
相
談
会
の
開

催
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

問　

戦
争
体
験
者
が
少
な
く

な
っ
て
き
て
お
り
、
当
時
の
様

子
を
子
ど
も
た
ち
に
的
確
に
伝

え
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
て
い

る
。
平
和
に
つ
い
て
、
教
育
現

場
で
は
ど
の
よ
う
な
学
習
、
取

組
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

答　
小
学
校
で
は
、
世
界
平
和

の
大
切
さ
や
我
が
国
が
世
界
平

和
を
維
持
す
る
た
め
に
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
、

中
学
校
で
は
、
安
全
と
防
衛
及

び
国
際
貢
献
に
つ
い
て
考
え
さ

せ
、
戦
争
を
防
止
し
、
世
界
平

和
を
確
立
す
る
た
め
の
熱
意
と

協
力
の
態
度
を
指
導
し
て
い
る
。

意
見　
戦
争
に
対
し
て
格
好
い

い
、
勇
ま
し
い
と
い
う
価
値
観

を
持
つ
子
ど

も
に
会
う
こ

と
が
あ
る
。Ｖ

Ｒ
等
を
活
用

し
、
現
実
に

あ
っ
た
戦
争
、

歴
史
を
知
っ

て
ほ
し
い
。

問　
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
、

高
齢
化
に
よ
り
法
人
税
の
増
収

に
向
け
企
業
誘
致
な
ど
の
考
え

が
あ
る
の
か
。

答　
新
た
な
税
収
の
確
保
や
地

域
の
雇
用
創
出
、
ま
ち
お
こ
し

に
も
つ
な
が
る
が
、
課
題
も
あ

り
調
査
研
究
し
て
い
く
。

問　
市
内
独
自
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業

や
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
と
し

て
使
え
る
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨

を
検
討
し
て
い
る
の
か
。

答　
他
市
の
状
況
を
注
視
し
な

が
ら
調
査
研
究
し
て
い
く
。

問　
空
き
家
対
策
の
市
の
取
組
、

空
き
家
バ
ン
ク
の
活
用
状
況
、

今
後
の
取
組
に
つ
い
て
問
う
。

答　
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
周

知
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
空
き

家
バ
ン
ク
は
物
件
登
録
が
な
い

た
め
活
用
事
例
が
な
い
。
相
談

機
能
の
強
化
、
地
域
活
動
の
場

に
出
向
き
マ
ッ
チ
ン
グ
の
促
進

を
図
っ
て
い
く
。

問　
医
療
費
と
介
護
給
付
費
が

増
加
し
て
い
く
が
ど
の
よ
う
な

対
策
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

答　
健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け

た
取
組
が
重
要
。
関
係
部
署
と

連
携
し
て
取
り
組
む
。

問　
「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制

度
」
に
つ
い
て
、負
担
が
増
え
る

保
育
士
や
職
員
の
負
担
軽
減
・

処
遇
改
善
へ
の
考
え
を
問
う
。

答　
今
後
の
実
施
状
況
に
注
視

し
な
が
ら
、
幼
稚
園
と
情
報
共

有
を
図
る
。

問　
子
ど
も
の
定
員
が
慢
性
的

に
超
過
し
て
い
る
公
営
学
童
ク

ラ
ブ
が
あ
る
中
で
、
学
童
ク
ラ

ブ
指
導
員
、
児
童
指
導
業
務
補

助
員
は
欠
員
し
て
い
る
が
、
今

後
の
取
組
に
つ
い
て
問
う
。

答　
指
導
員
や
補
助
員
の
採
用

に
つ
い
て
は
、
仕
事
を
紹
介
す

る
動
画
を
作
成
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

情
報
の
発
信
を
行
う
な
ど
し
て

随
時
募
集
を
し
て
い
る
。

問　
一
時
滞
在
施
設
で
あ
る
公

民
館
や
公
共
施
設
に
発
電
機
や

蓄
電
池
を
配
備
す
る
べ
き
と
考

え
る
が
見
解
を
問
う
。

答　
各
施
設
に
お
け
る
利
用
形

態
や
収
納
場
所
の
確
保
、
優
先

順
位
な
ど
を
整
理
し
て
効
果
的

な
備
蓄
品
の
配
置
に
取
り
組
む
。

能
登
半
島
地
震
を
受
け
て

問　

災
害
時
の
公
助
の
役
割

（
公
的
な
責
任
）に
つ
い
て
、
市

長
の
認
識
を
伺
う
。

答　
災
害
へ
の
備
え
や
発
災
直

後
の
初
動
体
制
の
重
要
性
を
再

認
識
し
た
。
自
助
・
共
助
・
公

助
の
そ
れ
ぞ
れ
が
連
携
の
輪
を

広
げ
、
災
害
に
強
い
ま
ち
を
形

成
し
て
い
き
た
い
。

問　
ス＊
フ
ィ
ア
基
準
に
つ
い
て
、

市
の
認
識
と
取
組
状
況
は
。

答　
地
域
防
災
計
画
の
修
正
で

は
避
難
所
環
境
の
充
実
に
つ
い

て
位
置
づ
け
、
取
り
組
ん
で
い

く
。

意
見　
避
難
生
活
等
で
の
災
害

関
連
死
を
出
さ
な
い
環
境
を
作

る
の
は
公
的
な
責
任
で
あ
る
。

引
き
続
き
の
対
応
と
取
組
を
求

め
る
。

給
食
無
償
化

問　
給
食
の
質
の
担
保
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

答　
今
後
も
市
の
学
校
給
食
食

品
購
入
安
全
基
準
に
基
づ
き
購

入
す
る
こ
と
で
、
給
食
食
材
の

安
全
と
質
の
確
保
に
努
め
る
。

有
機
フ
ッ
素
化
合
物（
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｓ
）

問　
震
災
用
井
戸
の
水
質
調
査

な
ど
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
関
連
の
新
た

な
方
策
は
検
討
さ
れ
た
か
。

答　
国
内
に
お
い
て
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

の
摂
取
が
主
た
る
原
因
と
な
る

学
校
給
食
費
の
無
償
化

問　
令
和
５
年
７
月
か
ら
市
民

団
体
が
市
に
対
し
て
学
校
給
食

費
無
償
化
を
求
め
る
署
名
活
動

を
開
始
し
、
累
計
で
７
千
115
筆

の
署
名
が
市
長
に
提
出
さ
れ
た
。

署
名
の
受
け
止
め
は
。

答　
当
該
市
民
団
体
の
７
千
筆

を
超
え
る
署
名
の
提
出
を
は
じ

め
、
学
校
給
食
費
無
償
化
を
求

め
る
多
く
の
市
民
の
思
い
を
受

け
取
っ
て
き
た
。

問　
私
立
等
に
通
う
児
童
生
徒
、

不
登
校
や
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
に

よ
る
弁
当
持
参
等
へ
の
児
童
生

徒
へ
の
対
応
も
検
討
す
る
べ
き

と
考
え
る
が
見
解
は
。

答　
今
後
、
課
題
を
整
理
す
る
。

学
生
・
若
者
支
援
の
継
続
を

問　
２
０
２
４
年
度
の
当
初
予

算
に
は
、
直
近
の
３
年
間
で
継

続
実
施
さ
れ
て
き
た
学
生
等
応

個
人
の
健
康
被
害
が
発
生
し
た

事
例
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
中

で
、
市
民
の
不
安
を
払
拭
す
る

た
め
の
実
効
性
の
あ
る
対
応
を

行
う
た
め
に
は
科
学
的
根
拠
に

基
づ
い
た
知
見
が
必
要
。
そ
う

し
た
知
見
、
国
や
東
京
都
、
周

辺
自
治
体
の
動
向
を
注
視
す
る
。

意
見　
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
専
門
機
関
は

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
一
つ
で
あ
る
Ｐ
Ｆ

Ｏ
Ａ
に
「
発
が
ん
性
が
あ
る
」

と
認
定
し
た
。
健
康
応
援
都
市

を
標
榜
し
、
新
た
に
胃
内
視
鏡

検
査
を
導
入
し
、
が
ん
の
早
期

援
特
別
給
付
金
が
盛
り
込
ま
れ

な
か
っ
た
。
大
学
等
の
高
学
費

や
奨
学
金
の
返
済
等
、
学
生
・

若
者
世
代
の
困
難
は
コ
ロ
ナ
前

か
ら
根
本
的
に
は
継
続
し
て
お

り
、
今
後
も
市
独
自
の
支
援
策

が
必
要
と
考
え
る
が
見
解
は
。

答　
コ
ロ
ナ
禍
の
学
生
等
へ
の

支
援
策
は
効
果
が
あ
っ
た
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。
若
者
支
援

の
在
り
方
は
他
自
治
体
の
取
組

等
を
調
査
研
究
す
る
。

市
内
事
業
者
へ
直
接
支
援
を

問　
２
０
２
４
年
度
予
算
で
は

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ
ン

ト
還
元
事
業
が
実
施
さ
れ
る
が
、

今
は
幅
広
い
市
内
事
業
者
へ
物

価
高
騰
対
応
の
直
接
支
援
が
必

要
で
は
。

答　
物
価
高
騰
で
影
響
を
受
け

て
い
る
市
内
事
業
者
へ
の
支
援

と
、
生
活
者
の
負
担
軽
減
の
た

発
見
を
行
う
の
な
ら
、
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｓ
対
策
に
も
力
を
い
れ
る
べ
き
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の

推
進

問　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

100
％
の
電
力
プ
ラ
ン
に
切
り
換

え
た
世
帯
に
、
協
力
金
を
支
給

す
る
近
隣
自
治
体
が
複
数
あ
る
。

本
市
も
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

め
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ

ン
ト
還
元
事
業
を
実
施
す
る
。

意
見　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

は
利
用
の
可
否
で
差
が
生
じ
る
。

対
象
を
幅
広
く
、
市
内
事
業
者

へ
の
直
接
支
援
を
求
め
る
。

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
へ
の
対
応

問　
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
つ
い
て
、
市

へ
の
問
合
せ
状
況
は
。

答　
水
道
水
の
安
全
性
に
つ
い

て
の
問
合
せ
や
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
検

出
井
戸
か
ら
の
取
水
停
止
の
要

望
等
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

問　
共
産
党
市
議
団
の
調
査
で
、

高
濃
度
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
が
検
出
さ

れ
た
住
吉
１
号
水
源
か
ら
の
取

水
が
昨
年
９
月
で
停
止
し
て
い

る
こ
と
が
判
明
し
た
。
都
か
ら

市
へ
の
報
告
は
あ
っ
た
の
か
。

答　
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
で
は
な
く
、
設

備
関
連
の
事
由
に
よ
る
取
水
停

止
の
た
め
、
市
へ
の
報
告
対
象

に
は
な
っ
て
い
な
い
。

意
見　
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
以
外
を
理
由

に
す
れ
ば
、
取
水
の
停
止
も
再

開
も
、
市
へ
の
報
告
は
不
要
と

い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
都
の
対

応
は
大
変
不
誠
実
で
あ
る
。
市

か
ら
も
抗
議
を
す
る
べ
き
。

答　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の

実
現
に
重
要
な
施
策
な
の
で
手

法
を
検
討
す
る
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ
ン

ト
還
元
事
業

問　
市
が
公
費
を
使
っ
た
ば
ら

ま
き
を
続
け
る
狙
い
は
。

答　
長
期
化
す
る
物
価
高
騰
等

へ
の
対
応
で
、
市
民
生
活
の
下

支
え
や
市
内
経
済
の
活
性
化
な

ど
、
個
人
消
費
の
拡
大
に
資
す

る
対
策
を
目
指
す
も
の
。

地
域
防
災
計
画

問　
市
内
に
は
消
防
車
両
が
入

れ
な
い
生
活
道
路
も
多
い
。
初

期
消
火
の
備
え
で
あ
る
ス＊
タ
ン

ド
パ
イ
プ
、
消
防
水
利
の
確
保
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
単
位
で
の
初
期

消
火
訓
練
等
の
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
が
不
可
欠
だ
。
見
解
は
。

学
童
へ
の
新
１
年
生
の
申
請

問　
学
童
ク
ラ
ブ
の
入
会
申
請

は
12
月
１
日
～
20
日
の
短
い
期

間
。
特
に
新
１
年
生
の
保
護
者

は
勝
手
が
分
か
ら
ず
期
間
内
に

申
請
で
き
な
か
っ
た
事
例
を
聞

い
て
お
り
、
入
会
で
き
な
け
れ

ば
家
庭
に
大
き
な
影
響
が
あ
る
。

新
１
年
生
は
希
望
者
を
全
入
に

す
る
等
の
措
置
が
必
要
で
は
。

答　
学
童
ク
ラ
ブ
へ
の
入
会
申

請
は
、
12
月
の
第
１
次
申
請
で

入
会
要
件
に
該
当
す
る
全
て
の

子
ど
も
を
受
入
れ
て
い
る
。
期

間
内
に
申
請
し
て
も
ら
え
る
よ

う
、
周
知
・
広
報
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

意
見　
新
１
年
生
へ
の
救
済
策

を
求
め
る
と
と
も
に
、
根
本
的

に
は
学
童
の
過
密
化
対
策
に
取

り
組
ん
で
こ
な
か
っ
た
行
政
の

責
任
を
強
く
指
摘
す
る
。

答　
令
和
６
年
度
は
出
火
防
止

対
策
に
取
り
組
む
。
消
防
署
と

連
携
し
た
地
域
で
の
初
期
消
火

訓
練
の
実
施
ほ
か
、
公
園
に
防

災
市
民
組
織
の
備
蓄
倉
庫
を
設

置
可
能
と
し
、
ス
タ
ン
ド
パ
イ

プ
な
ど
の
消
火
資
機
材
の
普
及

を
図
る
。
消
防
水
利
に
課
題
の

あ
る
地
域
を
消
防
と
共
有
し
、

対
応
策
を
協
議
す
る
。

ひ
き
こ
も
り
支
援

問　
実
態
調
査
の
目
的
と
概
要
、

期
待
さ
れ
る
効
果
は
。

答　
市
内
の
ひ
き
こ
も
り
の
実

態
や
支
援
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

今
後
の
支
援
の
在
り
方
、
体
制

な
ど
の
検
討
を
進
め
る
こ
と
を

目
的
に
無
作
為
抽
出
に
よ
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
。

＊スフィア基準　�1997年に国際赤十字等が被災者の権利と被災者支援の最低基準について定めた国際基準のこと。災害を受けた人が尊厳ある生活を送るために避難所の衛生や居住環境の最低基準等が定められ
ており、避難所などの現場で参照される指標となる。

＊スタンドパイプ　道路上にある消火栓や排水栓に差し込み、ホースをつなぎ消火を行う消火資機材

日
本
共
産
党
西
東
京
市
議
団

生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

中
　
村
　
す
ぐ
る

や
ま
き
　
明
　
美

大
　
竹
　
あ
つ
子

後
　
藤
　
ゆ
う
子

か
と
う
　
涼
　
子

学
校
給
食
費
無
償
化
が
実
現
！

７
千
115
筆
の
署
名
が
後
押
し
に

子
ど
も
・
環
境
・
平
和
・
若
者

４
本
柱
に
全
力
で
取
り
組
め
！



長
井
　秀
和
（
無
所
属
）

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
と

児
童
相
談
所
の
連
携
に
つ
い
て

田
村
　ひ
ろ
ゆ
き
（
無
所
属
）

学
校
給
食
費
無
償
化
の
実
現
を
評
価

質
を
確
保
し
お
い
し
い
給
食
の
提
供
を

納
田
　さ
お
り
（
無
所
属
）

財
政
緊
急
事
態
宣
言
級
の
リ
ス
ク
到
来

地
域
資
源
を
生
か
し
て
乗
り
切
れ
！

小
峰
　和
美
（
無
所
属
）

み
ん
な
一
人
じ
ゃ
な
い
よ

一
人
ひ
と
り
、
み
ん
な
守
る
か
ら

・第１回臨時会　２月  ９日（金）
・第１回定例会　２月26日（月）～３月26日（火）

市議会ホームページ
QRコード

（日程・付議案件・結果）

会議の開催状況

会議日程の詳細は、
市議会ホームページからご覧いただけます。
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問　
市
長
が
考
え
る
子
ど
も
た

ち
が
誇
れ
る
西
東
京
市
と
は
。

答　
ま
ち
に
愛
着
を
持
ち
、
西

東
京
市
を
好
き
に
な
っ
て
誇
れ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

問　
会
派
で
宇
都
宮
市
の
中
小

企
業
向
け
温
室
効
果
ガ
ス
削
減

目
標
、
Ｓ＊
Ｂ
Ｔ
認
定
支
援
を
視

察
し
た
。
事
業
者
を
対
象
と
し

た
取
組
が
必
要
だ
。
見
解
は
。

答　
効
果
的
な
取
組
を
庁
内
で

連
携
し
て
進
め
る
。

問　
イ
ン
フ
レ
、
利
上
げ
な
ど

の
リ
ス
ク
へ
の
対
応
は
。

答　
社
会
経
済
状
況
を
注
視
し
、

財
政
運
営
に
努
め
る
。

問　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
支
援

に
つ
い
て
は
主
体
的
に
取
組
を

進
め
て
い
る
の
か
。

答　
子
ど
も
の
権
利
を
守
る
た

め
全
庁
的
に
取
り
組
む
。

意
見　
全
て
の
公
共
施
設
に
市

民
が
利
用
で
き
る
無
料
の
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
の
整
備
を
求
め
る
。

問　
保
育
園
な
ど
と
連
携
し
て

子
育
て
世
代
の
自
転
車
安
全
講

習
の
実
施
を
求
め
る
。

答　
全
世
代
の
市
民
対
象
の
交

通
安
全
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
。

問　
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
、
安
心

し
て
避
難
で
き
る
よ
う
、
中
学

校
は
ペッ
ト
の
受
入
れ
が
で
き
る

避
難
所
に
す
る
な
ど
事
前
に
役

割
分
担
を
決
め
て
お
く
べ
き
だ
。

答　
自
主
避
難
所
の
エ
コ
プ
ラ

ザ
西
東
京
を
ペ
ッ
ト
同
伴
避
難

専
用
施
設
に
位
置
づ
け
て
い
る
。

問　
公
共
施
設
や
集
合
住
宅
で

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
閉
じ
込
め
対

策
訓
練
の
実
施
を
求
め
る
。

答　
共
助
に
よ
る
課
題
解
決
が

図
れ
る
よ
う
、
地
域
防
災
力
の

向
上
に
努
め
て
い
く
。

問　
中
学
校
の
部
活
動
の
地
域

移
行
の
受
け
皿
と
進
め
方
は
。

子
ど
も
た
ち
が
犠
牲
に
な
ら
な

い
準
備
と
取
組
を
求
め
る
。

答　
持
続
可
能
な
部
活
動
の
地

域
連
携
、
地
域
移
行
の
進
め
方

に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討
す
る
。

問　
市
長
は
庁
舎
統
合
を
さ
ら

に
15
年
間
先
延
ば
し
し
た
が
、

真
の
庁
舎
統
合
と
し
て
い
た
２

０
３
３
年
に
合
わ
せ
て
耐
震
工

事
を
し
た
田
無
公
民
館
・
中
央

図
書
館
は
ど
う
な
る
の
か
。

答　
そ
の
時
点
で
の
劣
化
状
況

や
市
民
ニ
ー
ズ
、
費
用
対
効
果

等
を
総
合
的
に
勘
案
し
検
討
す

る
。

意
見　
子
ど
も
・
若
者
は
ま
ち

の
未
来
で
あ
り
希
望
だ
。
将
来

ま
ち
の
主
役
に
な
る
子
ど
も
た

ち
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
環
境

を
残
し
て
あ
げ
た
い
。

問　
今
回
の
ひ
き
こ
も
り
支
援

の
拡
充
等
の
内
容
は
。

答　
支
援
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
・

複
雑
化
し
て
お
り
、
年
齢
の
上

限
を
設
け
な
い
ひ
き
こ
も
り
支

援
事
業
を
実
施
す
る
。

問　
避
難
所
の
生
活
空
間
は
ど

の
よ
う
に
確
保
さ
れ
る
の
か
。

ま
た
現
状
考
え
ら
れ
る
課
題
や

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
は
。

答　
各
避
難
所
に
ワ
ン
タ
ッ
チ 

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
や
段
ボ
ー
ル

ベ
ッ
ド
な
ど
を
備
蓄
し
て
い
る
。

多
様
な
視
点
に
配
慮
し
取
り
組

む
。

問　
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
伺

う
。子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

と
連
携
し
て
い
る
児
童
相
談
所

で
は
、表
裏
と
し
て
現
れ
る
課
題

が
２
つ
あ
る
。１
つ
は
悲
惨
な
虐

待
死
が
ニ
ュ
ー
ス
に
な
る
た
び

に
迅
速
に
児
童
相
談
所
が
気
づ

い
て
保
護
で
き
な
か
っ
た
の
か

ど
う
か
と
い
う
視
点
。も
う
１
つ

は
、
不
当
な
長
期
に
わ
た
る
親

子
分
離
、
つ
ま
り
誤
認
保
護
を

防
ぐ
必
要
が
あ
る
と
い
う
視
点

が
あ
る
。
西
東
京
市
の
子
ど
も

家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
、

こ
の
２
つ
の
問
題
点
を
ど
う
捉

え
て
い
る
の
か
。

答　
一
時
保
護
は
児
童
相
談
所

に
よ
る
も
の
で
、
児
童
福
祉
法

や
児
童
相
談
所
運
営
指
針
に
記

子
ど
も
が
「
ど
真
ん
中
」

問　
市
長
が
言
う
、
子
ど
も
が

「
ど
真
ん
中
」。
あ
え
て
「
ど
」

を
つ
け
て
い
う
か
ら
に
は
、
ど

ん
な
特
徴
が
あ
る
の
か
。

答　
ま
ち
全
体
で
子
ど
も
の
育

ち
を
支
え
る
と
い
う
意
味
合
い

で
あ
る
。

不
登
校
児
童
生
徒
の
対
応

問　
子
ど
も
に
「
学
校
に
行
き

た
く
な
い
。」と
言
わ
れ
た
ら
保

護
者
は
悩
む
。
不
登
校
の
子
ど

も
を
抱
え
る
親
は「
し
ん
ど
い
」

と
話
す
。
不
登
校
に
な
る
要
因

は
様
々
で
、
難
し
い
。
不
登
校

児
童
生
徒
の
多
様
な
学
び
の
機

会
を
確
保
す
る
た
め
に
、
学
校

と
家
庭
、
当
事
者
と
専
門
家
な

ど
に
分
離
せ
ず
に
必
要
な
こ
と

を
み
ん
な
で
考
え
、
よ
り
よ
い

財
政
調
整
基
金
の
枯
渇
危
機

問　
財
政
調
整
基
金
に
過
度
に

依
存
し
た
予
算
編
成
の
結
果
、

残
高
が
18
億
９
千
万
円
と
枯
渇
。

災
害
対
応
に
絶
対
的
に
不
足
。

答　
災
害
時
は
国
都
の
支
援
が

届
く
ま
で
財
政
調
整
基
金
の
活

用
が
想
定
さ
れ
る
の
で
、目
標
残

高
の
確
保
に
努
め
る
。

能
登
半
島
地
震
の
現
場
に
学
べ

問　
輪
島
朝
市
の
火
災
拡
大
は

消
防
水
利
の
破
損
や
不
足
に
影

響
し
た
。
市
内
防
火
貯
水
槽
等

の
消
防
水
利
の
増
強
策
は
。

答　
市
内
に
約
１
千
561
か
所
の

消
火
栓
、446
か
所
の
防
火
貯
水
槽

を
配
置
。
同
時
多
発
火
災
や
大

規
模
市
街
地
火
災
で
は
、
プ
ー
ル

や
河
川
も
利
用
し
て
消
火
す
る
。

意
見　
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
の
配

問　
給
食
費
無
償
化
が
質
の
低

下
に
つ
な
が
る
の
で
は
と
の
声

が
あ
っ
た
。
無
償
化
後
の
給
食

の
質
の
確
保
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
食
品
購
入
安
全
基
準
に
基

づ
く
食
材
の
購
入
や
給
食
物
資

納
入
業
者
の
登
録
制
度
な
ど
現

在
の
仕
組
み
を
維
持
し
、
引
き

続
き
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

安
全
で
お
い
し
い
給
食
の
質
と

量
を
確
保
し
、
子
ど
も
た
ち
の

成
長
を
支
え
た
い
。

防
災
対
策

問　
食
料
等
の
備
蓄
状
況
に
つ

い
て
伺
う
。

答　
東
京
都
か
ら
の
プ
ッ
シ
ュ

型
支
援
が
発
災
後
３
日
目
に
開

始
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
に
、
避

難
所
避
難
想
定
者
数
の
２
日
分

を
目
安
に
備
蓄
を
行
っ
て
い
る
。

さ
れ
た
判
断
基
準
に
基
づ
き
、

判
断
さ
れ
る
も
の
と
認
識
し
て

い
る
。
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
と
し
て
は
、
児
童
相
談
所

と
の
連
携
の
下
、
一
時
保
護
解

除
後
に
地
域
で
見
守
る
た
め
の

関
係
機
関
と
の
調
整
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。

意
見　
児
童
相
談
所
の
一
時
保

護
解
除
後
に
地
域
の
見
守
り
関

係
機
関
と
調
整
を
図
る
と
い
う

こ
と
だ
が
、
一
時
保
護
が
長
期

間
に
わ
た
り
続
く
と
い
う
こ
と

も
実
際
に
あ
る
。
一
時
保
護
中

で
も
見
守
り
支
援
の
体
制
を
取

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
願
う
。

児
童
相
談
所
入
所
で
、
子
ど
も

が
元
々
い
た
小
学
校
、
中
学
校

で
の
配
慮
を
願
う
。

学
び
の
環
境
を
つ
く
る
。
関
わ

り
合
い
が
必
要
だ
。

答　
保
護
者
に
は
悩
み
を
抱
え

て
孤
立
し
な
い
よ
う
適
切
な
情

報
や
支
援
を
し
、
児
童
生
徒
に

は
寄
り
添
っ
た
指
導
・
助
言
を

行
っ
て
い
く
。

イ＊
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

問　
交
流
や
共
同
学
習
は
学
校

卒
業
後
に
お
い
て
も
様
々
な

人
々
と
共
に
助
け
合
っ
て
い
く

力
と
な
り
、
積
極
的
な
社
会
参

加
に
つ
な
が
る
が
、
見
解
は
。

答　
発
達
段
階
の
差
異
に
か
か

わ
ら
ず
、全
て
の
子
ど
も
が
、同

じ
場
で
、
共
に
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
条
件
整
備
を
目
指

す
。

備
と
被
害
者
救
助
の
効
率
性
を

高
め
る
空
き
家
情
報
の
災
害
時

に
お
け
る
共
有
化
を
求
め
る
。 

下
野
谷
遺
跡
漫
画
大
賞

問　

下
野
谷
遺
跡
を
ス
ト
ー

リ
ー
性
で
盛
り
上
げ
た
い
。需
要

の
高
い
デ
ジ
タ
ル
コ
ミ
ッ
ク
の
公
募

事
業
を
提
案
す
る
。

答　
遺
跡
を
面
的
・
立
体
的
に

位
置
付
け
ア
ニ
メ
・
漫
画
等
多
様

な
手
法
で
価
値
創
造
し
た
い
。

田
無
駅
南
口
を
世
界
の
玄
関
に

問　
駅
前
広
場
築
造
に
合
わ
せ
、

空
港
リ
ム
ジ
ン
バ
ス
の
誘
致
を
求

め
る
。
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
常
時
乗

り
入
れ
場
所
を
確
保
し
地
域
活

性
化
と
創
業
支
援
を
求
め
る
。

答　
交
通
結
節
点
と
し
て
中
心

拠
点
の
形
成
を
図
る
。空
港
リ
ム

ジ
ン
バ
ス
を
含
め
検
討
す
る
。

問　
避
難
所
に
入
ら
れ
て
い
な

い
方
が
水
や
食
料
を
求
め
る
こ

と
も
あ
る
の
で
は
。

答　
避
難
生
活
が
長
期
化
し
た

場
合
な
ど
を
想
定
し
た
在
宅
避

難
者
の
方
に
対
し
て
の
支
援
に

つ
い
て
は
、
能
登
半
島
地
震
の

教
訓
も
踏
ま
え
つ
つ
、
先
進
自

治
体
の
事
例
も
研
究
し
な
が
ら

検
討
す
る
。

恒
久
平
和
の
継
承

問　
街
中
の
戦
争
遺
跡
を
語
り

継
い
で
い
く
た
め
の
取
組
に
力

を
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
市
民
の
皆
様
と
協
働
し
な

が
ら
、
戦
争
当
時
の
記
憶
や
記

録
が
風
化
し
な
い
よ
う
、
引
き

続
き
戦
争
遺
跡
を
訪
れ
る
方
々

に
と
っ
て
も
情
報
を
得
や
す
く

な
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

＊ＳＢＴ認定　国際的な枠組みであるパリ協定が求める水準と整合した、５～ 10年先を目標として企業が設定する温室効果ガス排出削減目標
＊インクルーシブ教育　障害や病気の有無、人種、宗教、性別といった様々な違いや課題を超えて、全ての子どもたちが一緒に学ぶ教育

中央図書館

維
新
・
国
民
民
主

山
　
崎
　
英
　
昭

鈴
　
木
　
ゆ
う
ま

子
ど
も
や
若
者
は
ま
ち
の
希
望
だ

未
来
に
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
！



採択された請願・陳情への市の対応
　市議会で採択された請願・陳情は、市長や教育長に送付され、その後の検討経過を市議会に報告することとなっています。
　ここでは令和５年に採択または趣旨採択された陳情について、市からの報告をお知らせします。

件名

採択
年月
陳情
事項

検討
結果

理由

令和５年３月
（第１回定例会）

令和５年３月
（第１回定例会）

令和５年６月
（第２回定例会）

令和５年12月
（第４回定例会）

西東京市国民保護計画を
市民向けに分かりやすく
広報してほしい
本計画の分かりやすい周
知、有事の際の初動の行
動について、ホームページ
で周知する。可能な限り市
民への様々な周知を図り、
広く、分かりやすい広報に
努める。

学生等の生活状況につい
て、引き続き物価高騰によ
る生活への影響が大きい
と判断し、生活の支援及び
学びの継続を目的とし、令
和５年７月から学生等応援
特別給付金を実施した。

スケート広場を利用してい
る西東京いこいの森公園
のボランティア団体の意
見を伺いながら、劣化の
進んでいる箇所を中心に、
令和５年９月に修繕を実
施した。

はなバスの車体にデザイ
ンされている、いこいーな
ラッピングと共存できる
広告等、新たな財源確保
策について検討する。

本計画は、市報及びホーム
ページを活用して広報し
てきた。令和５年度も、都
が作成した「Jアラート発
出時の避難行動に関する
リーフレット」を、市内公共
施設などでの掲出を進め
た。引き続き、分かりやす
い広報に努めていく。

新型コロナウイルス感染
症の影響による活動の制
限もおおむね解かれ、以前
の生活様式に戻りつつあ
る一方、物価高騰が長引い
ている状況から、当時の学
生等の方の生活状況を注
視してきたことを踏まえ、
支援等の実施に至った。

施設の維持管理について
は、指定管理者とも協議
をし、路面補修に当たり、
スケート広場のボランティ
ア団体の意見を伺いなが
ら実施した。

新たな財源の確保は重要
な視点であり、はなバスの
車両イメージとして定着し
ている現在のいこいーな
のデザインと共存できる車
体広告の導入を検討する。
デザインとの共存が難しい
場合には、その他の方法に
よる財源確保に努める。

2023年度西東京市学生
等応援特別給付金を実施
してほしい

いこいの森公園スケート
広場を速やかに修復して
ほしい

はなバスの各車体に民間
企業の広告を掲示し、広
告収入を得てはどうか

西東京市国民保護計画
の啓発に関する陳情

2023年度西東京市学
生等応援特別給付金の
実施に関する陳情

いこいの森公園スケー
ト広場修復に関する陳
情

「はなバス」に関する
陳情（趣旨採択）

令和５年６月
（第２回定例会）

地域博物館建設の具体的
な検討については、陳情
の主旨を踏まえ、計画的
に実施する。

令和５年度に策定する「第
２期西東京市文化財保存・
活用計画」に地域博物館
の設置に関して記載する
ため。

地域博物館建設の具体的
な検討を進めてほしい

地域博物館建設の具体
的な検討に関する陳情

議会 NEWS

「
会
計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬
、

費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
」

【
説
明
】
地
方
自
治
法
が
改
正

さ
れ
、
令
和
６
年
４
月
か
ら
会

計
年
度
任
用
職
員
へ
の
勤
勉
手

当
支
給
が
可
能
と
な
っ
た
た
め
、

本
市
も
支
給
を
開
始
す
る
も
の
。

支
給
内
容
は
正
規
職
員
と
同
様

に
毎
年
６
月
と
12
月
に
支
給
し
、

支
給
月
数
は
、
部
長
級
職
員
及

び
再
任
用
職
員
を
除
く
正
規
職

員
に
適
用
さ
れ
る
月
数
と
同
一

の
2
・
２
５
月
と
す
る
。

【
主
な
質
疑
】

問
　
今
回
の
改
正
の
趣
旨
は
。

答
　
地
方
自
治
法
の
改
正
と
他

団
体
の
動
向
に
合
わ
せ
た
。
会

計
年
度
任
用
職
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
向
上
と
人
材
確
保
の

観
点
か
ら
も
改
正
を
行
い
た
い
。

問
　
成
績
評
価
の
方
法
は
。

答
　
令
和
７
年
度
以
降
は
正
規

職
員
と
同
じ
５
段
階
の
評
定
と

い
う
と
こ
ろ
ま
で
は
、
職
員
団

体
と
妥
結
し
て
い
る
。

問
　
正
規
職
員
プ
ラ
ス
会
計
年

度
任
用
職
員
の
評
価
は
大
変
な

労
力
と
責
任
を
伴
う
が
、
ど
の

よ
う
な
工
夫
を
行
う
の
か
。

答
　
最
終
的
な
評
価
者
は
所
管

の
課
長
と
な
る
が
、
補
助
員
を

置
く
仕
組
み
が
あ
る
の
で
庁
舎

外
の
職
場
も
係
長
級
の
職
員
を

補
助
員
と
し
、
補
助
員
の
意
見

を
踏
ま
え
た
し
っ
か
り
と
し
た

評
定
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

「
子
ど
も
子
育
て
審
議
会
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

【
説
明
】
こ
ど
も
基
本
法
の
制

定
に
伴
い
、
所
掌
事
務
及
び
組

織
を
改
正
す
る
も
の
。

【
主
な
質
疑
】

問
　
改
正
後
の
審
議
会
に
追
加

さ
れ
る
委
員
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
今
後
追
加
さ
れ
る
委
員
は
、

18
歳
か
ら
30
歳
未
満
の
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方
２
名
を

予
定
し
て
い
る
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

「
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
」

【
説
明
】
国
民
健
康
保
険
法
施

行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政

令
が
交
付
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

低
所
得
者
に
係
る
軽
減
判
定
所

得
及
び
保
険
料
賦
課
限
度
額
等

を
改
正
す
る
も
の
。

【
主
な
質
疑
】

問
　
軽
減
判
定
所
得
基
準
及
び

賦
課
限
度
額
が
見
直
し
と
な
る

対
象
者
へ
の
周
知
方
法
は
。

答
　
各
年
度
の
保
険
料
や
計
算

の
仕
方
等
が
掲
載
さ
れ
た
チ
ラ

シ
を
同
封
し
て
通
知
し
て
い
る
。

問
　
低
所
得
者
に
係
る
軽
減
判

定
所
得
基
準
の
見
直
し
が
行
わ

れ
る
理
由
は
。

答
　
毎
年
度
、
国
で
議
論
さ
れ

て
お
り
、
経
済
動
向
や
消
費
者

の
動
向
等
を
勘
案
し
て
引
上
げ

等
が
判
定
さ
れ
て
い
る
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

「
消
防
団
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
」

【
説
明
】
年
齢
の
上
限
を
65
歳

に
改
め
る
等
、
消
防
委
員
会
よ

り
提
出
さ
れ
た
建
議
書
を
踏
ま

え
規
定
の
整
備
を
行
う
も
の
。

【
主
な
質
疑
】

問
　
消
防
団
活
動
が
現
行
よ
り

５
歳
引
上
げ
に
な
る
こ
と
で
、

身
体
的
な
負
荷
が
大
き
く
な
る

が
、
安
全
面
に
つ
い
て
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
　
幹
部
会
議
等
を
通
じ
て
周

知
し
、
事
務
局
と
し
て
取
組
を

行
う
。
併
せ
て
、
技
術
の
継
承

も
重
視
し
て
い
き
た
い
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

「
空
き
家
等
の
対
策
の
推
進
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
」

【
説
明
】
特
定
空
き
家
等
の
除

去
等
の
さ
ら
な
る
促
進
に
加
え
、

周
囲
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
前
の

段
階
か
ら
空
き
家
等
の
有
効
活

用
や
適
切
な
管
理
を
確
保
し
、

空
き
家
等
対
策
を
総
合
的
に
強

化
す
る
た
め
、
改
正
す
る
も
の
。

【
主
な
質
疑
】

問
　
借
地
権
が
設
定
さ
れ
て
い

る
場
合
の
土
地
所
有
者
に
は
ど

の
よ
う
な
対
応
が
と
ら
れ
る
の

か
。

答
　
あ
く
ま
で
も
空
き
家
に
対

し
て
の
対
応
に
な
る
こ
と
か
ら
、

上
物
の
建
物
に
つ
い
て
の
指
導

に
な
る
。
た
だ
し
勧
告
等
に

至
っ
た
場
合
に
は
、
土
地
所
有

者
の
ほ
う
に
影
響
が
及
ぶ
こ
と

に
な
る
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

企
画
総
務
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

建
設
環
境
委
員
会

西東京市・市議会　議会だより　273×406

令和6年（2024年）5月15日 第105号7

　議案や皆さんから提出された請願・陳情は、原則として所管の常任委員会等で審査を行います。ここでは、第１回定例会に
おける各常任委員会での主な審査内容についてお知らせします。
◇審査内容の詳細は会議録に掲載します。また、常任委員会の模様は、常任委員会中継から視聴することができます。
　公開期間は、次の定例会の委員会の録画中継が公開されるまでです。

委員会の審査から

常任委員会中継



　
令
和
５
年
度
補
正
予
算
・
令
和
６
年
度
当
初
予
算
の
主
な
審
査
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
質
問
の
詳
細
は
会
議
録
に
掲
載
し
ま
す
。「
会
議
録
の
公
開
予
定
」
は
10
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

予
算
特
別
委
員
会
の
審
査
か
ら

会計区分 令和６年度

803億7,200万円

430億1,433万円

190億1,297万円

1億1,301万円

182億5,681万円

56億3,154万円

40億677万円

40億677万円

1,273億9,310万円

774億9,000万円

432億2,532万円

199億4,617万円

1億1,301万円

177億7,345万円

53億9,269万円

41億1,664万円

41億1,664万円

1,248億3,197万円

3.7%

△0.5%

△4.7%

0.0%

2.7%

4.4%

△2.7%

△2.7%

2.1%

令和５年度 伸び率

一 般 会 計

公 営 企 業 会 計

合 計

特 別 会 計

国民健康保険特別会計

駐 車 場 事 業 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

後期高齢者医療特別会計

下 水 道 事 業 会 計

※表示単位未満を四捨五入しているため、合計額と一致しない場合があります。
※下水道事業会計の予算額は、支出予算の総額としています。

令和６年度一般会計当初予算比較表

田無第三中学校

西東京市民文化プラザイメージ図

 

第
１
回
臨
時
会

  

令
和
５
年
度
補
正
予
算

◆
一
般
会
計
（
第
８
号
）

【
主
な
補
正
内
容
】

　
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価

格
高
騰
重
点
支
援
給
付
金
に
つ

い
て
、
住
民
税
均
等
割
の
み
課

税
世
帯
に
対
し
１
世
帯
当
た
り

10
万
円
を
給
付
す
る
ほ
か
、
住

民
税
非
課
税
世
帯
及
び
住
民
税

均
等
割
の
み
課
税
世
帯
へ
の
給

付
に
伴
い
、
児
童
１
人
当
た
り

５
万
円
の
加
算
を
行
う
も
の
。

増
額 

３
億
７
千
573
万
円

【
主
な
質
疑
】

問
　
今
の
物
価
高
騰
の
影
響
に

つ
い
て
、
市
の
認
識
は
。

答
　
物
価
高
騰
が
続
く
中
、
国

が
目
指
す
物
価
高
騰
に
負
け
な

い
賃
上
げ
の
実
現
ま
で
に
は
時

間
が
必
要
で
あ
り
、
中
で
も
、

所
得
が
低
い
世
帯
や
子
育
て
世

帯
は
、
厳
し
い
家
計
状
況
が
続

い
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

 

第
１
回
定
例
会

  

令
和
５
年
度
補
正
予
算

◆
一
般
会
計
（
第
９
号
）

【
主
な
補
正
内
容
】

　
新
規
・
追
加
の
財
政
需
要
等

へ
対
応
す
る
ほ
か
、
決
算
見
込

み
に
よ
る
歳
入
・
歳
出
予
算
の

整
理
・
調
整
に
よ
る
も
の
。

減
額 
５
億
１
千
743
万
３
千
円

【
主
な
質
疑
】

  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク  

  

チ
ン
接
種
事
業
の
終
了

問
　
事
業
終
了
に
伴
い
、
＊デ
ィ
ー

プ
フ
リ
ー
ザ
ー
や
保
冷
バ
ッ
グ

な
ど
の
備
品
が
不
要
に
な
る
が
、

そ
れ
ら
の
今
後
の
活
用
は
検
討

さ
れ
て
い
る
か
。

答
　
医
療
機
関
か
ら
は
医
薬
品

の
保
管
な
ど
、
庁
内
か
ら
は
熱

中
症
対
策
の
た
め
の
保
冷
剤
の

冷
凍
な
ど
の
活
用
の
声
が
あ
る
。

引
き
続
き
有
効
活
用
に
向
け
た

調
整
を
進
め
て
い
く
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

  

令
和
６
年
度
当
初
予
算

◆
一
般
会
計

  

給
食
費
無
償
化

問
　
給
食
費
無
償
化
に
伴
う
給

食
食
材
費
の
予
算
上
の
内
訳
は
。

答
　
給
食
費
の
支
出
見
込
総
額

は
約
８
億
９
千
万
円
を
予
定
。

そ
の
う
ち
、
既
に
市
で
取
り
組

ん
で
い
る
就
学
援
助
・
就
学
奨

励
費
に
係
る
食
材
費
及
び
都
の

補
助
見
込
額
を
差
し
引
い
た
も

の
で
、
市
負
担
見
込
み
は
約
５

億
３
千
500
万
円
。

問
　
物
価
高
騰
に
伴
う
義
務
教

育
に
お
け
る
保
護
者
の
経
済
的

負
担
の
軽
減
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
給
食
費
、
副
教
材
費
な
ど
、

他
自
治
体
の
動
向
、
取
組
を
調

査
研
究
し
て
き
た
。
引
き
続
き

調
査
研
究
す
る
。

問
　
無
償
化
に
伴
っ
て
残
滓
率

等
が
上
が
る
の
で
は
な
い
か
。

答
　
各
小
中
学
校
で
は
、
フ
ー

ド
ロ
ス
の
観
点
で
様
々
な
取
組

を
行
っ
て
い
る
。
学
校
で
は
残

滓
の
傾
向
か
ら
、
児
童
生
徒
に

好
ま
れ
る
献
立
、
苦
手
な
食
材

も
わ
か
っ
て
く
る
。
給
食
は
栄

養
の
偏
り
な
く
様
々
な
献
立
を

提
供
す
る
こ
と
も
重
要
だ
が
、

子
ど
も
た
ち
が
苦
手
な
食
材
を

い
か
に
工
夫
し
て
食
べ
て
も
ら

う
か
も
大
事
。
日
々
工
夫
を
重

ね
て
い
く
。

問
　
食
品
残
渣
の
リ
サ
イ
ク
ル

に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
各
校
の
給
食
室
に
て
水
分

を
切
り
、
事
業
系
の
一
般
廃
棄

物
と
し
て
排
出
し
て
い
る
。
市

が
契
約
す
る
事
業
者
で
回
収
し
、

100
％
リ
サ
イ
ク
ル
を
し
て
人
工

軽
量
土
壌
に
な
っ
て
い
る
。

問
　
無
償
化
に
伴
い
、
学
校
の

負
担
は
低
減
さ
れ
る
の
か
。

答
　
給
食
費
の
徴
収
作
業
が
な

く
な
る
た
め
、
教
職
員
の
業
務

負
担
低
減
に
つ
な
が
る
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。
引
き
続
き
、

給
食
費
の
公
会
計
化
に
向
け
た

取
組
を
進
め
て
い
く
。

  

多
文
化
キ
ッ
ズ
サ
ロ
ン

問
　
キ
ッ
ズ
サ
ロ
ン
の
設
置
、

キ
ッ
ズ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

配
置
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
に

変
わ
る
の
か
。

答
　
キ
ッ
ズ
サ
ロ
ン
は
、学
習
・

相
談
・
交
流
の
３
つ
の
機
能
を

備
え
て
い
る
。
進
路
指
導
と
い

う
観
点
か
ら
は
、
主
に
学
習
面

の
支
援
・
相
談
対
応
が
多
文
化

キ
ッ
ズ
サ
ロ
ン
に
置
か
れ
、
学

校
や
関
係
機
関
等
と
の
連
携
・

調
整
を
各
サ
ロ
ン
に
設
置
す
る

多
文
化
キ
ッ
ズ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
行
う
こ
と
で
、
一
体
的

な
支
援
を
行
う
体
制
を
整
え
て

い
く
。

  

子
ど
も
の
文
化
芸
術
事
業
補 

  

助
金

問
　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
感
は
。

答
　
新
制
度
の
た
め
、
春
か
ら

夏
に
か
け
て
し
っ
か
り
周
知
を

行
っ
た
上
で
、
夏
の
終
わ
り
か

ら
３
か
月
程
度
期
間
を
設
け
、

申
請
の
受
付
を
行
う
。
補
助
金

の
支
払
い
は
年
度
末
を
予
定
。

  

西
東
京
市
民
文
化
プ
ラ
ザ

問
　
施
設
整
備
計
画
に
あ
っ
た

カ
フ
ェ
＆
健
康
レ
ス
ト
ラ
ン
、

絵
本
図
書
館
な
ど
の
提
案
が
、

最
終
案
の
中
で
は
地
域
交
流
ス

ペ
ー
ス
の
み
に
な
っ
て
い
る
が
、

な
ぜ
か
。

答
　
提
案
時
か
ら
多
少
の
変
更

は
あ
っ
た
が
、
施
設
整
備
に
お

け
る
提
案
コ
ン
セ
プ
ト
や
機
能
、

市
が
求
め
る
施
設
内
容
、
規
模

な
ど
を
定
め
た
要
求
水
準
に
つ

い
て
は
全
て
確
保
、
担
保
さ
れ

て
い
る
。
絵
本
図
書
館
は
キ
ッ

ズ
コ
ー
ナ
ー
の
中
に
包
含
し
、

ま
た
、
テ
ナ
ン
ト
と
の
兼
ね
合

い
で
カ
フ
ェ
＆
健
康
レ
ス
ト
ラ

ン
と
い
う
表
示
は
変
わ
っ
て
い

る
が
、
入
居
者
は
、
施
設
整
備

の
コ
ン
セ
プ
ト
に
沿
っ
た
テ
ナ

ン
ト
が
入
る
予
定
。

  

学
童
ク
ラ
ブ
タ
イ
ム
シ
ェ
ア

問
　
タ
イ
ム
シ
ェ
ア
を
実
施
し

た
場
合
、
待
機
者
が
入
れ
る
の

か
。

答
　
年
々
入
会
児
童
数
が
増
え
、

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
過
密
化
を

解
消
す
る
た
め
に
タ
イ
ム
シ
ェ

ア
を
実
施
す
る
。
今
回
は
教
室

の
一
時
利
用
で
あ
り
、
定
員
が

増
え
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

待
機
の
部
分
は
、
ま
た
別
の
対

応
と
な
る
。

  

田
無
第
三
中
学
校
建
て
替
え

問
　
建
替
協
議
会
の
規
模
や
人

数
、
内
容
な
ど
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
委
員
は
学
識
経
験
者
、
保

護
者
、
地
域
の
関
係
者
、
学
校

関
係
者
を
構
成
員
と
し
て
、

1
8
名
程
度
、
開
催
頻
度
は
５

回
程
度
を
予
定
。
建
替
協
議
会

で
は
、
建
て
替
え
に
関
す
る
コ

ン
セ
プ
ト
や
基
本
設
計
等
を
検

討
し
て
い
く
。

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

【
結
果
】
賛
成
多
数
で
可
決

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

◆
駐
車
場
事
業
特
別
会
計

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

◆
下
水
道
事
業
会
計

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決
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視察ＲＥＰＯＲＴ　建設環境委員会
報告者/建設環境委員長　とみなが　ゆうじ　　参加/委員10名

京都府福知山市にて愛知県長久手市にて視察受入の様子

令和５年度の視察受入状況を報告します。
議会 NEWS

市議会ホームページQRコード
「行政視察についてのお問い合わせ」
ページ内の「行政視察の受入れ状況」を

ご覧ください。

　３月26日に開催された本会議で、各会派及び無所属議員による討論が行われ
ました。ここでは、令和６年度の一般会計予算に対する主な討論内容についてお
知らせします。
　◇その他の討論は会議録に掲載します。「会議録の公開予定」は10面をご覧
　　ください。

本定例会の

議案に賛成・反対します
令和６年度　一般会計予算

討  論

25名

1名

討論の様子につき
ましては、市議会
ホームページから
ご覧いただけます。

　市議会では、当市の先進的、独自性のある各種事業
について、毎年、全国の多くの地方議会議員の方々に
よる行政視察をお受けしています。
　令和５年度は、
「フレイル予防事業の取組」
「健康応援アプリ『あるこ』」
「市内公園の管理運営」等をテーマに、
合計13団体にお越しいただきました。

【学校給食費の完全無償化】
●東京都から２分の１の財源負担が打ち出されたこと
で、本市での無償化の流れが大きく変わった。多くの
児童生徒や、保護者の皆様にとって、喜ばしい政策判
断であった。

●子どもの人数や所得制限にかかわらず、学校給食費
の恒久的な完全無償化を実施することを評価する。

●議会の声、東京都の半額補助とともに、市民の署名
が後押しした。引き続き全ての子の無償化を早期に
行うこと、最終的には国の責任で無償化を実施する
ことを求める。

●給食費無償化という大型予算を選択したのだから、
キャッシュレス決済ポイント還元事業に前のめりな予
算づけをすべきではなかった。

【キャッシュレス決済ポイント還元事業】
●東京都の終了から間を空けずに早期に開始ができれ
ば、より効果的な取組になると思う。事業の検証につ
いては、議会や市民の皆様に分かりやすく説明でき
るよう、さらに工夫することを要望する。

●予算規模が適切であるか、他の事業に振り替える検
討はされなかったのか、特に今年度予算から削除さ
れた若者支援事業等を復活するに至らなかったこと
は残念に思う。

【若者参画・若者支援】
●まちづくりへの若者参画、29歳以下の若者のチャレ
ンジを支援する仕組みの創設を高く評価する。

●若者参画という言葉が支援を削除する理由にもなり
えることに大変危機感を持っている。若者支援が、若
者の声を聞いただけで終わらないよう、市の姿勢を
政策で示してもらいたい。

●キャッシュレス決済ポイント還元事業等が予算上限
に達したら、事業費を予備費等から取り崩さないこと
を約束するよう強く求めたが、「行わない」という明言
はなく無責任。

日程/視察先　２月８日/京都府福知山市
視察事項　バイオマスプラスチックごみ袋導入

日程/視察先　２月７日/愛知県長久手市
視察事項　ごみ減量・収集アクションプラン

　福知山市は令和３年度に「ゼロ
カーボンシティ」を宣言し、その取
組のひとつとして令和４年に「燃や
すごみ専用指定袋」に「バイオマス
プラスチックゴミ袋」を導入してい
ます。先進自治体である福知山市
の取組、CO2削減効果や導入コス
ト等についてお話を伺いました。

　長久手市は「ごみ収集・減量アク
ションプラン」を策定し、期間を定め
てごみ減量状況を検証し、ごみの
総量を減らすことでCO2の削減に
つなげる先進的な取組を行ってい
ます。長久手市と本市での各種ご
みの減量推進に係る事業の比較を
行うため、視察をさせていただきま
した。

賛
成

反
対

市議会本会議録画映像
令和６年第１回定例会
（３月26日）
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お問合せ
※QRコードは㈱デンソーウェーブの
　登録商標です

賛否が分かれた
議案の結果

会派名 / 名 前

結
　
　
　果

件  名 結果 件  名 結果

第１回臨時会

第１回定例会

自
由
民
主
党

西
東
京
市
議
団

令和５年度　補正予算
一般会計（第８号）

一般会計（第９号）
国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
介護保険特別会計補正予算（第２号）

一般会計予算
介護保険特別会計予算

個人番号の利用に関する条例の一部を改正する条例
介護保険条例の一部を改正する条例

議員提出議案　令和６年度西東京市一般会計予算に関する附帯決議
議員提出議案　神宮外苑再開発の見直しを求める意見書
議員提出議案　訪問介護の基本報酬引下げの撤回等を求める意見書
議員提出議案　生活介護事業所の報酬改定の見直しを求める意見書

可決

可決

可決

可決

可決
否決

可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― × ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ×

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ×

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― × ○ ○
× × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ― ○ ○ ○
× × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○
× × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○

国民健康保険特別会計予算
駐車場事業特別会計予算
後期高齢者医療特別会計予算
下水道事業会計予算

教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて（２件）
教育委員会教育長の任命につき同意を求めることについて

同意
同意

可決
可決
可決
可決

消防団条例の一部を改正する条例
国民健康保険条例の一部を改正する条例
東京都後期高齢者医療広域連合規約の一部を変更する規約
高齢者在宅サービスセンター条例を廃止する条例
指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例

指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着
型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定
める条例の一部を改正する条例

指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予
防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正
する条例

可決
可決
可決
可決

可決

可決

可決

可決

子ども子育て審議会条例の一部を改正する条例
特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例
市民文化プラザ条例
手数料条例の一部を改正する条例
空き家等の対策の推進に関する条例の一部を改正する条例
高齢者アパート条例の一部を改正する条例
下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例
職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例
会計年度任用職員の報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する
条例
市税条例の一部を改正する条例

可決

可決

可決
可決
可決
可決
可決
可決

可決

可決

令和５年度　補正予算

令和６年度　当初予算

令和６年度　当初予算

条例改正・制定等

その他

条例制定・改正等

その他

西
東
京
市
議
会

公
明
党

立
憲
民
主
党

日
本
共
産
党

西
東
京
市
議
団

生
活
者

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

維
新・

国
民
民
主

無
所
属

無
所
属

無
所
属

無
所
属

長
井
　秀
和

田
村
　ひ
ろ
ゆ
き

納
田
　さ
お
り

小
峰
　和
美

鈴
木
　ゆ
う
ま

山
崎
　英
昭

か
と
う
　涼
子

後
藤
　ゆ
う
子

や
ま
き
　明
美

中
村
　す
ぐ
る

大
竹
　あ
つ
子

菅
原
　み
ほ

下
田
　純一

森
　し
ん
い
ち

佐
藤
　大
介

八
矢
　好
美

田
代
　伸
之

藤
田
　美
智
子

大
林
　光
昭

佐
藤
　公
男

と
み
な
が
　ゆ
う
じ

山
田
　忠
良

中
川
　清
志

保
谷
　な
お
み

小
林
　た
つ
や

坂
井
　か
ず
ひ
こ

稲
垣
　裕
二

※

会議名 ホームページ冊　子

・本会議
５月
下旬

５月
下旬

・情報公開
コーナー

・議会図書室
・市内図書館

６月
中旬

６月
下旬

８月
中旬

８月
下旬

・情報公開
コーナー

・議会図書室
・市内図書館

・常任委員会
・議会運営委員会

・予算特別委員会

■
第
２
回
定
例
会
は
５
月
31
日

（
金
）
か
ら
開
催
予
定

■
請
願
・
陳
情
の
提
出

　
随
時
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

　
第
２
回
定
例
会
中
に
審
査
を

行
う
た
め
に
は
、
次
の
日
程
ま

で
に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

請
願
　
５
月
29
日
（
水
）
ま
で

陳
情
　
５
月
24
日
（
金
）
ま
で

※

変
更
が
あ
る
場
合
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

全会一致の議案等
※議長  酒井 ごう一郎は採決に加わりません

令和６年  第１回臨時会・第１回定例会

■会議録の公開予定

○：賛成　×：反対　欠：欠席　ー：辞職のため欠員議案と結果

次
回
定
例
会
の
お
知
ら
せ

　
佐
藤
　
公
男
　
退
任

　
田
代
　
伸
之
　
就
任

（
２
月
26
日
付
）

　
小
峰
　
和
美
氏
が
辞
職
し
ま

し
た
。
　      （
３
月
26
日
付
）

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

（
　）
は
付
託
委
員
会

○
西
武
柳
沢
駅
南
口
ロ
ー
タ
リ

　
ー
広
場
に
関
す
る
陳
情

（
建
設
環
境
）

陳 

情 

の 

結 

果

不
採
択

議
会
運
営
委
員
会
の
委
員
の
変
更

議
員
の
辞
職

令和6年（2024年）5月15日 第105号 10

西東京市・市議会　議会だより　273×406


